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『倶舎論』における svabhavaについて

木 村 誠 司

本稿の目的は、ヴァスバンドゥ（Vasubandhu、世親）作『倶舎論』Abhidharma-

kosabhasya におけるsvabhavaの用例を採取し、整理することである。始めに、筆

者の取った方法を説明しよう。まず、『倶舎論』のサンスクリット原典における

svabhavaの用例を調査し、チベット語訳および漢訳と照合した。次に、インド撰

述の『倶舎論』注釈書 の引用状況を調べ、サンガバドラ（Samghabhadra、衆賢）

作『順正理論』 の言及個所を付した。それらを整理して、通し番号を付けたもの

が資料 である。資料 に基づいて、品詞・文法、訳語、テーマ別に、さらに整理

を加えたものが、資料 である。今回使用した文献は、略号表 に記した。

次に資料の使い方を説明しよう。資料 は、略号表 で示される文献中のsvab-

havaの用例を書き抜いたものであり、その個所を（ ）内に示した。その際、svab-

havaとその訳語を太字で表わした。＊は、『倶舎論』本文の引用ではなく、注釈者

が注釈文の中で言及した個所であることを示している。具体例を示しておこう。資

料 12において、『倶舎論』のサンスクリット原典は‘jatisamanyam;ubhayos

caksuhsvabhavatvat’チベット語訳は‘rigs dra ba ni gnyi ga mig gi rang bzhin
 

yin pa’i phyir’である。これをスティラマティ（Sthiramati）の『真実義』Tattvartha、

プールナヴァルダナ（Purnavardhana）の『隨相論』Laksananusarinıでは、『倶舎

論』本文を引用せず、‘rigs dra ba ni so sor gnyis ka yang rna ba dang sna’i
 

rang bzhin’と注釈している。このような場合に＊を付したのである。

続いて、資料 について説明しよう。複後等とあるのは、品詞・文法からの整理

である。例えば、Ⓐにおいて、複後とあれば、『倶舎論』のサンスクリット原典に

おいて、svabhavaが複合語の後分として使用されていることを表わし、名詞・疑

とあれば、svabhavaが名詞として疑問文で使われていることを示す。R・GN・RG

は、svabhavaに対するチベット語訳の略号である。１を例に取ると、○北のＲは、

svabhavaをrang bzhinと訳していることを示し、○Ｙ－○北のGNは、同じsvabhava

をngo bo nyidと訳していることを示している。空白部分は、訳・引用等がないこ

とを表わしている。すべての略号は、略号表 ・ を参照して頂きたい。

さて、本稿では、チベット語訳を考察の中心に置いた。svabhavaに対するチベッ

ト語訳は、rang bzhin、rang gi ngo bo、ngo bo nyidの三種である。後の考察を

通じて明らかになるが、これらの訳語には、それぞれ顕著な特徴が見られる。どう

やら、svabhavaには、三種の異った用法があり、その用法を明確に意識した上で、

チベット語の訳語が使い分けられているようなのである。一方、漢訳には、そのよ

うな使い分けがあったのか否か、明白ではない。遺憾ながら、本稿では漢訳につい

ての考察は全く出来なかった。また、今回、北京版のみを使用し、他の版を参照す

る暇はなかった。さらに、チベット語訳の使い分けについても、完璧な理解が出来

たわけではない。ある場合には、何故、その訳語を選んだのか説明不可能なことも

あった。『倶舎論』に説かれる教理に精通していれば、説明出来るのかもしれない

が、現在の筆者の力量では無理である。元来、筆者は、注意力散漫な質で、このよ

うな作業には不向きな人間である。それ故、遺漏なしとはいかないはずであるが、

様々な欠陥は、今後補正することとしたい。ともあれ、筆者の管見の範囲では、チ

ベット語訳に基づくこの種の研究は、これまで行なわれていないようなので 、非

力を省みず、筆を執ることにした。

まず、資料 ・ を分析してみよう。以下では、必要に応じて略号表 ・ の略

号によって論述を進める。筆者の調査では、Ⓐにおいて、svabhavaは196個所に

見られる。資料 の通し番号は、194で終わりであるが、31a、178aを後に加えた

ので、実際は196個所である。56、99、120、124、170では、svabhavaは二度使

用されるけれど、文脈上、別出の要を認めなかった。196個所のうち、○北の訳が欠

如しているのは、67、78、121、175、178aの５個所である。78は相当する訳文全

体が欠如している。67、121、175、178aはsvabhavaに対する訳語だけが欠如して

いる。残り、191個所のうち、rang bzhinと訳されるのは135個所、rang gi ngo
 

boと訳されるのは34個所、ngo bo nyidと訳されるのは22個所である。
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次にインド撰出の注釈書における引用状況を整理しておこう。○Ｙは103回Ⓐの

svabhavaを引用している。このうち、75、121、178aでは、○Ｙにあるsvabhavaが

○Ｙ-○北において欠如している。したがって、チベット語訳を利用出来るのは100個

所である。○Ｙ－○北において、○北と異なる訳語を使用したのは、13個所（１、21、

39、69、91、92、123、129、132、143、156、169、187）である。132は○北のrang
 

gi ngo boのrang giを落としたもので、おそらく単純ミスであろう。残りの個所

は、123を除いてすべて○北のRをGNとしている。９個所（21、69、123、129、139、

143、156、169、187）は＊で注釈文である。３個所（１、91、92）は、Ⓐ本文か

らの引用にもかかわらず訳語が異なる。○Ｓは90回引用・言及している。このうち、

３個所（２、23、82）の訳語が異なる。82は＊であり、引用において訳語が異な

るのは、２、23である。○Ｐは89回引用・言及している。訳語が異なるのは、82の

みで＊である。以上によって、ごくごく少数を除いて、インド撰述の注釈書は、

svabhavaに対する○北の訳語を踏襲していることがはっきりした。筆者は、先に、

svabhavaには三種の用法がある、と述べた。後に明らかになるが、この三種の用

法は三種の訳語に対応する。訳語の厳密性が維持されているということは、また、

用法の厳密性が守られているということなのである。ちなみに、訳者と年代は、次

の通りである 。

○北 Jinamitra,dPal brtsegs (800 A.D.)

○Ｙ-○北 Visuddhisinha,dPal brtsegs

○Ｓ Dharmapalabhadra (1441-1528)

○Ｐ Kanakavarman,Pa Tsab Nyi ma grags (1100 A.D.)

様々な訳者達が、700年以上の時間の経過の中で、svabhavaの三種の用法を意識

し続け、厳密に訳し分けたのである。驚嘆に値しよう。

さて、では、三種の用法を明らかにしてみよう。Ｒ・RG・GNを品詞・文法によっ

て整理すると、以下のようになる。

GN 22個所

副詞 10( ）補注１）、27、28、29、73、76、77、84、85、86、98( ）、99、101、

170→ 14個所

複前 〔27〕、〔28〕、〔29〕、〔98〕、〔99〕→〔５〕個所

複後 ２、９、11、23、24、31a(疑）、36、94、〔170〕→８個所

RG 34個所

名詞 38、40、52、53、56、80、110、120(疑）、130、148、149(疑）、165

→ 12個所

副詞 123、125、132、135、136、137、138→７個所

複前 32、33、47、48、55、57、83、102、126、164→ 10個所

複後 49、50、51、82、〔132〕、172→５個所

Ｒ 135個所

名詞 ５(疑）、６、８、13、30(疑）、41、62(疑）、72(疑）、74(疑）、87、89(疑）、

93(疑）、109(疑）、111(疑）、112(疑）、113( ）、114、116(疑）、122(疑）、

124( ）、139、140(疑）、145(疑）、150(疑）、154(疑）、167、171、194

→ 28個所

副詞 134、162→２個所

複前 54、151、152、161( ）、163→５個所

複後 １、３、４、７、12、14、15、16、17、18、19、20、21、22、25、26、31、

34、35、37、39、42、43、44、45、46、58、59、60、61、63、64、65、66、

68、69、70、71、75、79、81( ）、88、90、91、92、95、96、97、100、103、

104、105、106、107、108、115、117、118、119、127、128、129、131、133、

141、142、143、144、146、147、153、155、156、157、158、159、160、166、

168、169、173、174、176、177、178、179、180、181、182、183、184、185、

186、187、188、189、190、191、192、193→ 100個所

上表において、（疑）は疑問文で使用されていることを表わし、（ ）は 文中で使

われていることを示す。〔27〕等の場合、svabhavaは複前で使われているが、その

機能が副詞なので、副詞に含めた。重複を避けるためである。

svabhavaがGNと訳される場合、副詞として使われているケースが最も多い。そ

の典型的な例を示してみよう。84を取り上げ、以下に訳してみよう。

実に、等起（samutthana）の力からのみ、諸法に善と不善の状態（kusalakusalatva）

があると、知るべきなのだろうか？ そうではない、と答える。では、どうなのか？

四種によってである。勝義（paramartha）から、svabhava（ngo bo nyid）から、

相応（samprayoga）から、等起からなのである。（Ⓐ 597－２～３、○北 199b ）

ここでは、善・不善が、様々な観点から分類されている。73、76、77、85、86、98、
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99、101、170も同様な形式で分類を行う。あるものをsvabhavaという観点から分

類する時、svabhavaはGNと訳される。これをsvabhavaの「分類の用法」と呼ぼ

う。27、28、29のsvabhavaは複前である。○Ｙは、これを「svabhavaによっての

み、分別である」（○Ｙ 89－17、○Ｙ-○北 68b）と注釈する。故に、副詞とした。では、

GNが複後として使用される場合も、分類の用法なのだろうか。11、23、24は、分

類の用法であるが、２、９、36、94ははっきりしない。31aについては、後に取り

上げよう。

RGと訳される場合の用法は何だろうか。これを考察するには、テーマ別の整理

が有効である。以下に示してみよう。

32（刹那心）、33（二十二根）、38（得）、40（有為相）、47（能作因）、48（能作

因）、49（無為）、50（無為）、51（無為）、52（無為）、53（無為）、55（増上縁）、

56（増上縁）、57（増上縁）、80（形色）、82（無表）、83（無表）、102（善業）、

110（増上果）、120（五見）、123（三世実有）、125（三世実有）、126（三世実有）、

130（四諦）、132（三受）、135（三受）、136（三受）、137（三受）、138（三受）、

148（四念処）、149（四念処）、164（他心知）、165（世俗知）、172（弁才）

このうち、32、47、48、55、56、57、110、164、165の９個所は、同じ用法である。

いくつか例を示そう。32を取り上げてみよう。

例えば、すべての聖者達には、必ず以下の心が生ずる、「一切法は無我である」と。

そ〔の心の〕対象（alambana）は、svabhava（rang gi ngo bo）〔＝現刹那の心自

身〕とそれに伴うものとを除くすべてのダルマである。しかも、その刹那の心は、

次の刹那の対象なので、実に、二刹那によって、すべてのダルマが対象とされるの

である。（Ⓐ106－５～８、○北 49b ）

もうひとつ57も見てみよう。

増上縁とは、svabhava（rang gi ngo bo）を除くすべてのダルマである。（Ⓐ351－

５、○北 117a ）

ここで、svabhavaは、時間的にも空間的にも完全に他と区別された自分自身のこ

とである。これをsvabhavaの「単独性の用法」と名付けよう。また、RG34個所

のうち、この９個所と38、40、49、50、51、52、53、80、82、83、123、125、126、

132、135、136、137、138の18個所都合27個所は、経量部（Sautrantika）によっ

て否定されるものである。テーマを見れば、そのことは容易にわかるはずである 。

これもRGの大きな特徴であろう。この27個所すべてにわたって、svabhavaが単

独性を意味するのかしないのか、不明である。その可能性は高いと思われるが、さ

らに、細かい分析を要する。これら27個所に関しては、訳語上、注意すべき点が

ある。123、124、125、126は、三世実有を巡る説一切有部（Sarvastivadin）と経

量部との論争個所である。この中で、124だけは、svabhavaをＲと訳している。

この個所が であるため、ここだけＲと訳したと考えられないことはない。しか

し、Ｒを採用した理由は解明出来ない。次に、131、132、133、134、135、136、

137、138は三受（vedana）に関する一連の議論から採取したものである。このう

ち、131、133、134のsvabhavaはＲと訳されている。さらに、134と138は全く

同じ文章であるにもかかわらず、134ではＲ、138ではRGと訳されている。この理

由もわからない。

さて、RGの特徴を、さら見ていこう。従来、svabhavaはsvalaksanaやdravya

と同義語であるとみなされてきた。だが、筆者の調査によれば、svabhava＝

svalaksanaとはっきり理解できるのは、80と148の２個所だけであり、その時、

svabhavaはRGと訳されている。以下に私訳を示しておこう。

148それらのsvalaksanaとは、svabhava（rang gi ngo bo）に他ならない。（Ⓐ902－

８～９、○北 14a）

80実に、svalaksanaが実証されているものについては、それらが集合するという

ことは、理に適うが、形〔色〕の部分については、顕色等のように、svabhava（rang
 

gi ngo bo）が実証されていないので、どこにそれら〔形色〕の集合があろうか。

（Ⓐ576－２～４、○北 192b－193a）

次に、前後の文脈から、svabhava＝dravyaと確実にわかるのは、38、40、49、50、

51、52、53、82、123、190の10個所である。190でsvabhavaはＲと訳されるが、

それ以外はすべてRGと訳されている。以下に、その個所のひとつを取り上げて、

私訳を示そう。

38これ〔＝得〕のsvabhava（rang gi ngo bo）は、全く、知ることが、出来ない。

色・声等のように、あるいは貪・瞋等のようには〔svabhavaを知ることは出来な

いのである〕。また、〔得の〕作用も〔知ることが出来〕ない。眼・耳等のように

は〔作用を知ることは出来ないのである〕。それ故、〔得が〕dravyadharmaであ

るということは、あり得ないので…（Ⓐ213－８～10、○北 80a ）

○Ｙは38を次のように注釈している。

dravyasatたる物（vastu）は、何であれ知覚（pratyaksa）によって把握されるは
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ずであり、あるいは、推理（anumana）によって把握されるはずである。そのうち、

知覚によって把握されるのは、色・声等である。…意識によって把握されるものも、

一部知覚されるものであり、貪・瞋等のことである。…一方、眼・耳等は推理によっ

て把握されるものである。…さて、得は、知覚によって把握されるものでもなく、

推理によって把握されるものでもない。…それ故、〔得が〕dravyadharmaであるこ

とはあり得ないので…（○Ｙ 213－14～214～２、○Ｙ－○北 151a－151b）

○Ｓは、以下のように注釈する。

dravyadharmaとは、rang gi ngo bo（svabhava）によって知覚というプラマーナ

の対象となるものであり、あるいは、結果を通じて推理の対象となるものなのであ

る。…得は、rang gi ngo boが認識されないので、知覚されるものでなく、結果が

認識されないので、推理によって把握されるものでもないのである。それ故、〔得が〕

dravyadharmaであることはあり得ないので…（○Ｓ 239a－239b）

○Ｐも○Ｓと同様の注釈を行っている 。38では、svabhava＝dravyaとされ、それは、

知覚と推理によって把握されるものなのである。そして、svabhavaはRGと訳され

ている。さて、唯一Ｒと訳される190を見てみよう。

もし、まず、〔プドガラが〕dravyaとして〔あるの〕ならば、〔プドガラは、諸蘊と

は〕、異ったsvabhava（rang bzhin）を持つのだから、諸蘊と別なものである、と

言わなければならない。（Ⓐ1192－３～４、○北 94a ）

ここで、svabhavaはdravyaと同一視されている。しかるに、38とは異なり、svab-

havaはＲと訳されている。dravyaが知覚と推理によって把握されることは、190

の少し前で述べられている。

〔非仏教徒達は〕他のdravyaだけをアートマンであると構想している。…では、以

下のことはどのようにして理解するのか？―このアートマンという表現は、蘊の相

続に対してだけ用いられるが、他の〔dravyaとしてのアートマンと〕表現されるも

のには〔用いられ〕ないのである。〔dravyaとしてのアートマンに対しては〕知覚も

推理もないからである。（Ⓐ1189－３～1190－１、○北 93a－93b）

38と190において、svabhava＝dravyaとすること、そして、それが知覚と推理に

よって把握されること、その二点に違いはない。ただ、svabhavaの訳語が異なる

のである。この理由も明らかではない。また、33、102、130、172については、何

故RGと訳されたのか不明である。

さて、次に、svabhavaがＲと訳される場合を分析しよう。Ｒは、複後として使

用されるケースが最も多い。この時、svabhavaは「～から構成される」という意

味で使われている。例を示そう。

３所触は、11のdravyaから構成される。（svabhava、rang bzhin）（Ⓐ35－７～８、

○北 32b）

21空界は、明と暗から構成される。（svabhava、rang bzhin）（Ⓐ77－８～９、○北

42a）

ところで、この２個所を見て、奇妙に思わないだろうか。ひとつのダルマはひとつ

のsvabhavaを持つというのが、説一切有部の定説であると言われている 。とすれ

ば、３、21のsvabhavaはこの定説上のそれとは異なるものである。所触、あるい

は空界というダルマの持つたったひとつのsvabhavaではないのである。「～から

構成される」と訳すべきであろう。そのようなsvabhavaの用法を明確に示してい

るのが、114である。

この布施から構成される（danamaya）複業事は、大富楽を果とする。またこの「構

成される」（maya）は、svabhava（rang bzhin）であると知るべきである。例えば、

草から構成される家、葉から構成される器と言われるように。（Ⓐ741－10～11、○北

259a ）

svabhavaが複後に置かれ、複前のものから構成されることを示す時、svabhavaは

Ｒと訳される。これをsvabhavaの「構成の用法」と名付けよう。さて、Ｒにおい

て、その数の多さで目を引くのは、名詞として疑問文で使用されるケースである。

一方、GNは一度、RGは二度、同じように使用されているにすぎない。質疑応答形

式で、比較してみよう。はたして、個々の用法は守られているだろうか。まず、Ｒ

から見てみよう。

74劫のsvabhava（rang bzhin）は何か？（Ⓐ543－23、○北 180b ）

75五蘊から構成される。（svabhava、rang bzhin）（Ⓐ543－23、○北 180b）

典型的な構成の用法である。

次に、GNの場合を見てみよう。

どれだけの界が〔大〕種をsvabhava（ngo bo nyid）とし、どれだけが〔大〕種所

造なのか？ 触〔界〕は二種である。〔大〕種と〔大種〕所造はなめらかさ等の七種

である。（Ⓐ92－１～４、○北 46a－46b）

大種と大種所造とに分けている点で、分類が問われていると思われる。

RGの場合はどうだろうか。まず、120を見てみよう。
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それ〔五見〕のsvabhava（rang gi ngo bo）は何か？ 我(atman)・我所(atmıya)・

常断(dhruvoccheda)・揆無(nasti)・劣勝(hınagra)という見、無因無道(ahetvamar-

ga）〔に関する〕その見、それらが五見である。（Ⓐ772－３～５、○北 268a ）

ここで質疑応答されているのは、五見を構成するもののようでもあり、五見の分類

のようでもある。ここに、単独性の用法を認めるのは困難である。次に、49を見

てみよう。

身（kaya）のsvabhava（rang gi ngo bo）は何か？ 大種および大種所造である。

（Ⓐ902－11、○北 14a）

一見したところ、問われているのは身を構成するものである。とすれば、RGでは

なくＲが訳語として採用されるべきであろう。何故、ここでRGが採用されたのだ

ろうか。その答えは○Ｓにある。○Ｓは次のように述べている。

身という言葉は、根等にも使用されるので、「身のrang gi ngo boは何か？」と述

べたのである。また、身は多くのdravyaから成立しているので、ひとつのdravyaか

ら構成される（rang bzhin）ことはあり得ないから、質問は〔それらのdravyaに〕

共通するrang bzhinは何かということなのである。（○Ｓ 356a ）

ここで、ＲとRGの相違が浮彫りにされている。身は多様な意味を持つので、その

うちのひとつに限定するために、RGを採用したと○Ｓは述べている。ここに、単独

性の用法への意識がある。しかし、その限定された身も多くのdravyaから構成さ

れたものである。その点を考慮すれば、問われたのは、身を構成するものとなる。

結局は、Ｒが問われているのであると○Ｓは結論を下す。このような複雑な手続きを

必要した理由は、ＲとRGの区別、すなわちsvabhavaの用法の区別が、はっきりと

意識されていたからであろう。

ところで、この149の直前、148ではsvabhava＝svalaksanaと示されているこ

とは、先に触れた。148・149はひと続きの記述である。149で問われていたのは

svabhavaであるが、148を受けて「svalaksanaは何か」と問うてもよいだろうか。

どうやら、これは無理なようである。理由は明確ではないが、Ⓐにおいて

「svalaksanaは何か」という問いは、一回も発せられていない。問われるのは、

常にsvabhavaなのである。svabhavaではなく、「svalaksanaは何か」という問い

がなされてもよいと思われる個所がもうひとつある。次にその個所を見てみたい。

これら四〔大種〕にとって、svalaksanaと所造色を保持するので、界である。…で

は、これら〔四つの〕界にとって、〔それぞれ〕、svabhava（rang bzhin）は何か？

…svabhava（rang bzhin）は、それぞれ、堅さ、湿りけ・温かさ・動きである。（Ⓐ

42－３～43－２、○北 33b ）

櫻部建博士は、この記述について、svabhava＝svalaksanaという理解を提示して

おられる 。博士の理解からしても、ここで「svalaksanaは何か」と問うてもよ

いはずである。しかるに、問われているのはsvabhavaである。しかも149と異な

り、問われているsvabhavaはＲと訳されている。各四大種のsvabhavaがそれぞれ

問われていることを考慮すれば、単独性の用法すなわちRGという訳語を採用して

もよいように思われる。おそらく、訳者は、四大種の記述中において、svabhava＝

svalaksanaという理解を避けるために、Ｒを採用したのであろう。それ以外の理

由は想い浮かばない。では、何故、svabhava＝svalaksanaを避けねばならなかっ

たのか。その理由を探ってみよう。Ⓐには次のような記述がある。

その場合、心は、最も少ない時でも、五十八のダルマの倶有因である。十大地〔法〕

と、それの〔有為〕相四十と、〔四つの〕svalaksanaと〔四つの〕隨相の八である。

（Ⓐ285－１～２、○北 100a ）

ここでsvalaksanaと呼ばれているのは、生・住・異・滅の四相である。心と四相

とは、全く別のダルマであるのに、四相は心のsvalaksanaとされている。この場

面で、svabhava＝svalaksanaと言うことは断じて出来まい。svalaksanaは心の必

要条件という意味合いで使用されているのである。四大種を説く記述においても、

svalaksanaは必要条件を意味するのではないか？四大種の記述中の「svalaksana

と所造色を保持するので、界である」とよく似た表現は、Ⓐにおいて他に２個所あ

る。ひとつは、「svalaksanaを保持するのでダルマである」（Ⓐ12－４、○北 28b）

という有名な句である。この句は、アビダルマとは何かを明らかにする記述中に登

場するものである。ヴァスバンドゥは、アビダルマを勝義のアビダルマと世俗のア

ビダルマとに分類し、「これは勝義法、涅槃、法相に向うダルマなのでアビダルマ

なのである」（Ⓐ12－５、○北 28b ）と締括る。おそらく、ここでのsvalaksana

は、世俗と勝義のアビダルマにとっての必要条件、すなわち「勝義法等へ向うこと」

を表わしていて、svabhavaと同一視されるべきものではない 。次の個所を見て

みよう。

また何故、これらは、欲・色・無色界と言われるのか？ svalaksanaを保持するの

で界である。欲を具えた界が欲界であり、色を具えた界が色界である。中間の語を

省略したからである。金剛〔を具えた〕環のように、こしょう〔を具えた〕飲料の
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ように。（Ⓐ385－３～５、○北 127a ）

少くとも、ここに色界等のsvabhavaが説かれているようには思われない。一見、

色は色界のsvabhavaであるようにも見えるが、それは提示された例によって否定

されている。金剛と環、こしょうと飲料は、一体化しているけれど、どう見ても別

なものである。色と色界も同様であろう。故に、ここでのsvalaksanaは、色にとっ

て色界が必要条件であることを示しているのであり、svabhavaと同一視すべきで

はない。さて、四大種の記述に戻ろう。これまでの考察を踏まえれば、そこに登場

するsvalaksanaも必要条件と捉えることは可能であろう。四大種は色にとって必

要条件であることをsvalaksanaは示しているのであり、やはり、svabhavaと同一

視すべきではないと思われるのである 。この問題に関する考察は、これで、止め

よう。

さて、チベット語訳を通じて、Ⓐにおけるsvabhavaの用例を見てきたが、細部

にわたる考察は不十分である。本稿は、大雑把な一種の俯瞰図でしかない。ただ、

Ⓐを読む時、svabhavaの三種の用法を意識することは必要だと思うのである。ま

た、他のテキストを見る場合も同じ意識を持つのも悪くないであろう。○Ｐの訳者で

あるニマタク（Nyi ma grags）は、同時に、チャンドラキールティCandrakırti

の『明らかな言葉』Prasannapadaの訳者でもある。チャンドラキールティは、説

一切有部のsvabhava論を激しく批判したナーガールジュナ（Nagarjuna、龍樹）

の学流に属する。ニマタクはsvabhavaを巡って対立する二つの学派の著作を訳し

たことになる。彼の頭には、当然、svabhavaの三種の用法が刻印されていたであ

ろう。その用法を意識して、『明らかな言葉』を訳した時、当のマニタクは、チャ

ンドラキールティが説一切有部を理論的にも屈服せしめたと、確信出来ただろう

か。このように考えるに至ったのは、実は、袴谷憲昭氏の衝撃的な御指摘を知った

からである。同氏は、次のように述べておられる。

インドにおいて、大乗仏教がすっかり定着してしまった後代の義浄やチベットの仏

教導入期以降の仏教史からみると、かかる時代には大乗仏教のみが隆盛で、「空」を

説く「中論学派」と「唯識」を説く「実修行派」とが活発に論争を展開してしたよ

うに見られがちであり、確かにそれが事実でもあったのであるが、しかしそれは、

果して「大乗仏説論」が論理的にも伝統的仏教の正統説に対して勝利を収めたこと

を意味するのだろうか、ということが最近私には気になって仕方がない。今の私に

はむしろ否定的な答えしかないからである 。

筆者は、今、説一切有部教学の海の中で溺れているような状態ではあるが、出来得

れば、そこを抜け、袴谷氏の御指摘を生かすように研究を進めたいものである、と

考えている。
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略号表

ⒶAbhidharmakosabhasya by Vasubandhu ed. by S. D. Śastri, Bauddha
 

Bharati Series 5,6,7,9,1987,& ed.by P.Pradhan,Tibetan Saskrit Works
 

Series,VIII,1975

○北Abhidharmakosabhasya（チベット語訳）Peking ed.No.5591

○玄『阿毘達磨倶舎論』大正新脩大蔵経、No.1558

○真『阿毘達磨倶舎釈論』大正新脩大蔵経、No.1559

○ＹSphutartha by Yasomitra
 

ed.by S.D. Śastri,Bauddha Bharati Series 5,6,7,9,1987,& ed.by U.

Woghihara,1989

○Ｙ-○北Sphutartha（チベット語訳）Peking ed.No.5593

○ＳTattvartha by Sthiramati,Peking ed.No.5875

○ＰLaksananusarinıby Parnavardhana,Peking ed.No.5594

○順『阿毘達磨順正理論』大正新脩大蔵経、No.1562

＊ Ⓐからの直接の引用ではないことを示す

Ⓐにおいては、始めにŚastei ed.の個所、次にPradhan ed.の個所を示した。○Ｙに

おいては、始めにŚastri ed.の個所、次にWoghihara ed.の個所を示した。

資料

Chap.I

１Ⓐ anasravasvabhavam akasam（19-8、3-23）

○北 nam mkha’ni sgrib pa med pa’i rang bzhin（39b ）

○玄 虚空但以無礙爲性（1c ）

○真 空以無障無礙爲性（162b ）

○Ｙ anasravasvabhavam akasam（19-18、15-11）

○Ｙ-○北 nam mkha’sgrib pa med pa’i ngo bo nyid（14b）

○Ｓ sgrib pa med pa’i rang bzhin（34b）

○Ｐ sgrib pa med pa’i rang bzhin（22b ）

○順 虚空但以無礙爲性（332b ）

２Ⓐdırghadınampradesahkayavijnaptisvabhavah（33-1、6-19）

○北 ring po la sogs pa’i phyogs lus kyi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid

（32a）

○玄 長等一部身表業性（2c ）

○真 有教身業爲相（163a ）

○Ｙ kayavijnaptisvabhavah（33-4、25-28）

○Ｙ-○北 lus kyi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid（19b）

○Ｓ lus kyi rnam par rig byed kyi rang bzhin（53b）

○Ｐ lus kyi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid（32b）

○順 身表業性（334a ）

３Ⓐsprsyam ekadasatmakam/spastavyam ekadasadravyasvabhavam（35

-7～8、7-8～9）

○北 reg bya bcu gcig bdag nyid reg bya’i rdzas kyi rang bzhin ni bcu gcig

（32b）

○玄 有十一（2c ）

○真 有十一種（163b ）

○順 十一実以爲體（334c）
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４Ⓐ rupakriyasvabhavapi satı vijnaptivat  param na vijnapayatıty
 

avijnaptih(39-2～3、8-8～9）

○北 gzugs dang byed pa’i rang bzhin yin yang rnam par rig byed bzhin du
 

gzhan dag la rnam par rig byed pa ma yin pas rnam par rig byed ma yin
 

pa（33b ）

○玄 無表雖以色業爲性（3a ）

○真 此法雖以有色業爲性（163c ）

○Ｙ rupakriyasvabhavapi satı（39-8、29-32）

○Ｙ-○北 gzugs dang byed pa’i rang bzhin（30b）

○Ｓ gzugs dang byed pa’i rang bzhin（61b）

○Ｐ gzugs dang byed pa’i rang bzhin（38a）

５Ⓐkim svabhavasca（42-6、8-16）

○北 rang bzhin ci zhe na（33b6）

○玄自性云何（3b）

○真 何爲自性（163c ）

６Ⓐ svabhavas tu yathakramam/kharasnehosnateranah（43-1～2、8-19～20）

○北 rang bzhin ni go rims bzhin du/sra gsher dro nyid g-yo pa rnams te/

（33b）

○玄 如其次第 用堅 煖動爲性（3b ）

○真 四丈業自性者次第 日堅 熱動性（163c ）

７Ⓐ ya ırnasvabhavodharmah sa vayur iti（43-7～8、8-24）

○北 g-yo pa’i rang bzhin gyi chos gang yin pa de ni rlung gi khams（34a ）

○玄 風界動爲自性（3b ）

○真 此法以動爲定性故説動爲風界（164a）

８Ⓐkarmanasya svabhavo’bhivyaktah（43-8、8-25）

○北’di’i rang bzhin las kyi(sic.)gsal ba yin no（34a）

○玄 業顯體（3b ）

○真 以業顯風自性（164a ）

○Ｙ karmanasya svabhavo’bhivyakta iti（43-5、33-23）

○Ｙ-○北 rang bzhin las kyis bsal ba (sic.)（35b ）

○Ｓ’di’i rang bzhin las kyis gsal ba（66b）

○Ｐ’di’i rang bzhin las kyis gsal ba（40b）

９Ⓐ ya eva rupaskandhasvabhavauktah（47-3、10-7）

○北 gzugs kyi phung po’i ngo bo nyid bstan pa gang dag yin pa（35a）

○玄 前所説色蘊性中(3c )

○真 是法前已説色陰爲性（164b）

○Ｙ vedadiskandhalaksanam anuktvaiva laghavena rupaskandhasvab-

havan dharmayatanadhatusudarsayati（47-11～12、36-19～20）

○Ｙ-○北 tshor ba’i phung po la sogs pa’i mtshan nyid ma bshad pa nyid du/

zor yang bar gzugs kyi phung po’i ngo bo nyid kyi chos rnams skye
 

mched dang khams dag gi nang du ston par byed de（38a ）

○順 已説實物根境無表色蘊性（337b ）

10Ⓐ sa khalv esa samgraho yatra kvacid ucyamano veditavyah/svab-

havena,na parabhavena（54-5～7、12-8～11）

○北 bsdus ba de ni gang dang gang nas’byung yang rung rang gi ngo bo
 

nyid kyis te/gzhan gi dngos pos ni ma yin par rig par bya（36b ）

○玄 攝自性非除以離他性故（4b ）

○真 此攝由同性類相應故不異性故（165a ）

○Ｓ rang gi ngo bo nyid kyis/gzhan gyi dngos pos bsdus pa ni ma yin no//

（79b）

○Ｐ rang gi ngo bo nyid kyis te/gzhan gyi dngos pos ni ma yin no//（48

b ）

○順 攝自性非除以離他性故（342c5）

11Ⓐcaksurindriyam rupaskandhena caksurayatanadhatubhyam duhkhas-
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amudayasatyabhyamca samgrhıtam;tatsvabhavatvat/（54-10～11、12

-14～15）

○北 mig gi dbang po ni gzugs kyi phung po dang/mig gi skye mched dang/

khams dang/sdug bsngal dang/kun’byung ba’i bden pa dag gis bsdus te/

de dag gi ngo bo nyid yin pa’i phyir（37a ）

○玄 且如眼根唯攝色蘊眼處眼界苦集諦等是彼性故（4b ）

○真 眼根由色陰由眼入眼界苦集二諦等攝以同性故（165a ）

○Ｙ caksurindriyam rupaskandhena caksurayatanadhatubhyam duhkhas-

amudayasatyabhyam ca samgrhıtam; tatsvabhavatvat（54-8～9、41-

12～13）

○Ｙ-○北 mig gi dbang po ni gzugs kyi phung po dang mig gi skye mched dang
 

khams dag dang sdug bsngal dang kun’byung pa’i bden pa dag gis bsdus
 

te de dag gi ngo bo nyid yin pa’i phyir（43a ）

○順 是眼根唯攝色蘊眼處眼界苦集諦等是彼性故（343a ）

12Ⓐ jatisamanyam;ubhayoscaksuhsvabhavatvat/（55-7、12-21）

○北 rigs dra ba ni gnyi ga mig gi rang bzhin yin pa’i phyir（37a）

○玄 二處同是眼自性故（4b ）

○真 同類者此二同眼性類故（165a ）

○Ｓ rigs dra ba ni so sor gnyis ka yang rna ba dang sna’i rang bzhin yin
 

pa’i phyir（81a）

○Ｐ rigs dra ba ni so sor gnyis ka yang rna ba dang sna’i rang bzhin yin
 

pa’i phyir（49b）

○順 類同者同眼性故（343b）

13Ⓐastadasadharmanamjatayah svabhavaastadasadhatava iti（60-1、13

-24）

○北 chos bco brgyad pa dag gi rigs gyi rang bzhin ni khams bco brgyad ces
 

bya bas（38a）

○玄 十八法種類自性各別不同名十八界（5a ）

○真 諸法種類有十八謂自性故説名界（165b ）

14Ⓐsarvesuca dharmasvabhavesvekamdharmayatanam?（69-5、16-15）

○北 thams cad kyang chos kyi rang bzhin yin na gcig chos kyi skye mched

（40b）

○玄 十二處體皆是法唯於一種立法處名（6a ）

○真 一切入皆法爲自性於中唯一入名法入（166b ）

○Ｓ skye mched thams cad chos kyi rang bzhin du bshad pa（96a）

○Ｐ skye mched thams cad chos kyi rang bzhin du bshad pa（61a）

○順 十二處體皆是法唯於一種立法處名（346b ）

15Ⓐvaksvabhavam buddhavacanam（71-1、17-8）

○北 sangs rgyas kyi gsung tshig gi rang bzhin（41a）

○玄 佛教語爲體（6b）

○真 佛正教言音爲性（166b ）

○Ｙ vaksvabhavam buddhavacanam（71-1、52-10）

○Ｙ-○北 sangs rgyas kyi gsung tshig gis (sic.)rang bzhin（55a）

○Ｓ sgra’i rang bzhin yin pa’i phyir gzugs kyi phung pos bsdus（97b）

○Ｐ sangs rgyas kyi gsung tshig gi rang bzhin（63a ）

○順 佛教語爲自體（346c ）

16Ⓐ namasvabhavam（71-2、17-9）

○北 ming gi rang bzhin（41a）

○玄 佛教名爲體（6b）

○真 文句爲性（166b ）

○Ｙ namasvabhavam（71-3、52-12）

○Ｙ-○北 ming gi rang bzhin（55a）

○Ｓ ming ni mi ldan pa’i’du byed kyi rang bzhin yin pa’i phyir’du byed
 

kyi phung pos bsdus（97b ）

○Ｐ ming gi rang bzhin（63a）

○順 佛教名爲自體（346c ）
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17Ⓐ alobhasvabhavatvad dharmayatanena（73-1、18-2）

○北 ma chags pa’i rang bzhin yin pa’i phyir chos kyi skye mched kyi(sic.)

bsdus（41b ）

○玄 無貪性故此法處所攝（6b ）

○真 無貪爲自性故法入攝（166 ）

○Ｙ alobhasvabhavatvad dharmayataneneti（73-3、53-20）

○Ｙ-○北 ma chags pa’i rang bzhin yin pa’i phyir chos kyi skye mched kyis
 

bsdus（56b ）

○Ｓ ma chags pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（98b ）

○Ｐ ma chags pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（64a ）

○順 無貪性故此法處攝（347a ）

18Ⓐ pancaskandhasvabhavatvat (sic.)manodharmayatabhyam（73-1、18-

3）

○北 phung po lnga’i rang bzhin yin pa’i phyir yid dang chos kyi skye mched
 

dag gis bsdus（41b）

○玄 五蘊性故 此意處法處所攝（6b ）

○真 五陰爲性故意法二入所攝（166c ）

○Ｙ pancaskandhasvabhavatvan manodharmayatanabhyam（73-6、53-24）

○Ｙ-○北 phung po lnga’i rang bzhin yin pa’i phyir yid dang chos kyi skye
 

mched dag gis bsdus（56b ）

○Ｓ phung po lnga’i rang bzhin dang yid dang chos kyi skye mched dag
 

gi nang du’dus pa（98b）

○Ｐ phung po lnga’i rang bzhin dang yid dang chos kyi skye mched dag
 

gi nang du’dus pa（64a ）

○順 五蘊性故 此意處法處所攝（347 ）

19Ⓐcatuhskandhasvabhavatvat (sic.)manodharmayatanabhyam（73-3、18

-5）

○北 phung po bzhi’i rang bzhin yin pa’i phyir yid dang chos kyi skye mched

 

dag gis bsdus（41b）

○玄 四蘊性故 此意處法處所攝（6b ）

○真 四陰爲性故意法二入所攝（166c ）

○Ｙ catuhskandhasvabhavatvanmanodharmabhyam（73-14、53-33）

○Ｙ-○北 phung po bzhi’i rang bzhin yin pa’i phyir yid dang chos kyi skye
 

mched dag gis bsdus（57a）

○Ｓ gzugs med pa’i phyir phung po bzhi’i rang bzhin（98b）

○Ｐ gzugs med pa’i phyir phung po bzhi’i rang bzhin（69b）

○順 四蘊性故亦此意處法處所攝（347a ）

20Ⓐ prajnasvabhavatvad dharmayatanena（74-1、18-6）

○北 shes rab kyi rang bzhin yin pa’i phyir chos kyi skye mched kyis bsdus

（41b）

○玄 慧爲性故此法處攝（6b ）

○真 智慧爲性故法入所攝（166c ）

○順 慧爲性故此法處攝（347a ）

21Ⓐ akasadhatur alokatamahsvabhavo…（77-8～9、18-17）

○北 nam mkha’i khams ni snang ba dang mun pa’i rang bzhin te（42a）

○玄 空界明暗爲體（6c ）

○真 空界唯光闇爲體（167a ）

○Ｙ akasadhato rupadhatau;alokatamahsvabhavatvat（76-16～17、58-14）

○Ｙ-○北 nam mkha’i khams ni snang ba dang mun pa’i ngo bo nyid yin pa’i
 

phyir gzugs kyi khams du’dus（59b-60a）

22Ⓐ ratrindivasvabhavo veditavyah（77-9、18-17）

○北 mtshan mo dang nyin mo’i rang bzhin rig par bya（42a）

○玄 応知此體不離昼夜（6c ）

○真 昼夜位爲（167a）

○Ｙ ratrindivasvabhava iti（77-12、57-14）

○Ｙ-○北 mtshan mo dang nyin mo’i rang bzhin（60b）
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○Ｐ mtshan mo dang nyin mo’i rang bzhin（66b）

23Ⓐ dharmadhatur alobhadisvabhavasamprayuktasamutthah pratisam-

khyanirodhasca kusalah（82-10、20-12）

○北 chos kyi khams ni ma chags pa la sogs pa’i ngo bo nyid dang mtshung
 

par ldan pa dang/kun nas bslang ba dang/so sor brtags pas’gogs pa ni
 

dge ba（43b）

○玄 法界若是無貪等性相應等起 滅名善（7b ）

○真 法界與無貪等善相應及發起 滅皆是善性（167b ）

○Ｙ alobhadisvabhavo yo’yam uktah（82-14、60-21）

○Ｙ-○北 ma chags pa la sogs pa’i ngo bo nyid gang’di bshad zin pa yin（64

a）

○Ｓ ma chags pa la sogs pa’i rang bzhin（106b）

○順 無貪等性相應等起 滅名善（348c ）

24Ⓐ lobhadisvabhavasamprayuktasamuttho’kusalah（82-11、20-13）

○北 chags pa la sogs pa’i ngo bo nyid dang/mtshung par ldan pa dang/kun
 

nas bslang ba ni mi dge ba（43b）

○玄 若貪等性相應等起名爲不善（7b ）

○真 與貪等 相應發起是 性（167b ）

○Ｙ lobhadisvabhavasamprayuktasamuttho’kusalah（82-13、60-19～20）

○Ｙ-○北 chags pa la sogs pa’i ngo bo nyid dang mtshungs par ldan pa dang/

kun nas bslang ba ni mi dge ba（64a）

○Ｓ chags pa la sogs pa’i ngo bo nyid dang zhas bya ba（107a）

○Ｐ chags pa la sogs pa’i ngo bo nyid dang zhes bya ba（71a ）

○順 若貪等性相應等起名爲不善（348c ）

25Ⓐ yo naharasvabhavah sa tatrasti（83-12～13、20-25）

○北 zas kyi rang bzhin ma yin pa’i(sic)gang yin pa de ni yod（44a）

○玄 彼所有 非段食性（7c ）

○真 非段食類（167c）

○Ｙ yau naharasvabhavau tau tatra syatam（83-10～11、61-1～2）

○Ｙ-○北 gang dag zas kyi rang bzhin yin pa de dag de na yod par’gyur（64

b）

○Ｓ zas kyi rang bzhin ma yin pa gang yin pa de yod（107b）

○Ｐ zas kyi rang bzhin ma yin pa de ni de na yod（72a）

26Ⓐ dasa rupasvabhavadhatavas…（87-4、21-21）

○北 gzugs kyi rang bzhin gyi khams bcu…（44b）

○玄 十色界（8a）

○真 十界色爲性（168a）

○Ｙ dasa rupasvabhavadhatavah（87-9、63-15）

○Ｙ-○北 gzugs can gyi rang bzhin gyi khams bcu po（67a）

○Ｐ gzugs kyi rang bzhin gyi zhes bya ba（74b ）

27Ⓐ svabhava-abhinirupana-anusmaranavikalpah（89-9、22-20）

○北 ngo bo nyid dang/nges par rtog pa dang/rjes su dran pa’i rnam pas rtog
 

pa（45b）

○玄 一自性分別二計度分別三隨念分別（8b ）

○真 一自性分別二顯示分別三憶念分別（168b ）

○順 一自性分別二計度分別三隨念分別（350b ）

28Ⓐ svabhavavikalpo’sti（89-10、22-20）

○北 ngo bo nyid kyi rtog pa yod（45b）

○玄 有自性（8b ）

○真 有自性分別（168b）

○Ｙ svabhavavikalpo’sti（89-16、64-29）

○Ｙ-○北 ngo bo nyid kyi rtog pa yod（68b）

○Ｐ ngo bo nyid kyi rnam par rtog pa yod（76b）

○順 有自性（350b）

29Ⓐ svabhavavikalpo vitarkah（90-1、22-22）

―300― ―299―

（ ）22 『倶舎論』における svabhavaについて（木村）（ ）21『倶舎論』における svabhavaについて（木村）



○北 ngo bo nyid kyi rnam par rtog pa ni rtog pa yin（45b）

○玄自性分別體唯是尋（8b）

○真自性分別 是覺 （168b）

○Ｙ svabhavavikalpo vitarkah（89-16、64-30）

○Ｙ-○北 ngo bo nyid kyi rnam par rtog pa ni rtog pa yin（68b ）

○Ｓ ngo bo nyid kyi rnam par rtog pas (sic.)rnam par rtog (sic.)（113b）

○Ｐ ngo bo nyid kyi rnam par rtog pa ni rtog pa yin（77a）

○順自性分別體唯是尋（350b ）

30Ⓐ itarau punahkim svabhavau?（90-3、22-23）

○北 gzhan dag gi rang bzhin ci zhe na（45b）

○玄 爲體（8b）

○真 二分別其相云何（168b）

○Ｓ gzhan dag gi rang bzhin ci zhes bya ba（113b ）

○Ｐ gzhan dag gi rang bzhin ni zhes bya ba（77a）

○順 爲體（350b ）

31Ⓐsalambanamyac caitasikasvabhavam（90-13、23-5）

○北 dmigs pa dang bcas pa yin te/sems las byung ba’i rang bzhin gang yin
 

pa（46a）

○玄 諸心所法名有所 （8b ）

○真 此亦有 以心法爲體故（168b ）

○順 諸心所法名有所 （350c ）

31aⒶ kati dhatavo bhutasvabhavah? kati bhautikah?（92-1、23-18）

○北 khams du dag cig ni’byung ba’i ngo bo nyid yin du dag cig ni’byung ba
 

las gyur pa yin zhe na（46a-46b）

○玄 幾大種性幾所造性（8b ）

○真 幾界四大爲性幾界四大所造爲性（168b ）

32Ⓐ tasya ca svabhavasahabhunirmuktah sarvadharma alambanam（106-

7、27-24）

○北 de’i dmigs pa yang rang gi ngo bo dang lhan cig’byung ba ma gtogs pa
 

chos thams cad yin（49b ）

○玄 彼除自體及倶有法餘一切法皆爲所 （10a）

○真 此心離自性及共有法餘一切法悉爲境界（170a ）

○Ｙ tasya ca svabhavasahabhunirmukta iti（106-5、75-20）

○Ｙ-○北 de’i dmigs pa yang rang gi ngo bo dang lhan cig’byung ba ma gtogs
 

pa（79b ）

○Ｓ rang gi ngo bo dang lhan cig ’byung ba la dmigs pa ma yin（132b8-

133a）

○Ｐ de’i dmigs pa yang rang gi ngo bo dang lhan cig’byung ba ma gtogs pa

（91a）

Chap.II

33Ⓐsvabhavanirdesamkrtvaprakarabhedo vaktavyah（148-9、42-15）

○北 rang gi ngo bo bstan nas…（62a）

○玄 已釋根體不同當辯諸門義類差別（15a ）

○真 釋體性已根類義別今當説（174b ）

○Ｓ rang gi ngo bo bstan nas zhes bya ba（181b）

○Ｐ rang gi ngo bo bstan nas zhes bya ba（129a）

○順 已釋根體不同當辯諸門義類差別（380b ）

34Ⓐ na casankalpavyayamau prajnasvabhavau（189-9、55-16）

○北 rtog pa dang rtsol ba dag shes rab kyi rang bzhin ma yin（73a）

○玄 思惟及勤雖非慧性（19b ）

○Ｙ na casankalpavyayamau prajnasvabhavav iti（189-21、129-17～18）

○Ｙ-○北 rtogs(sic.)pa dang rtsol ba dag shes rab kyi rang bzhin ma yin（133

a）

○Ｓ rtog pa dang rtsol ba dag ni shes rab kyi rang bzhin ma yin（220a）
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○Ｐ rtog pa dang rtsol ba gnyis ni shes rab kyi rang bzhin ma yin（160a）

35Ⓐ tathaivamohah kusalamahabhumiko navadharyate, prajna-

svabhavatvat（192-5～6、56-16）

○北 dper na gti mug med pa shes rab kyi rang bzhin yin pa’i phyir de dge
 

ba’i sa mang po por nges par ma gzung ba ltar（74a ）

○玄 如無癡善根慧爲體故非大善地法（19c ）

○真 如無癡於善大地（179a）

○Ｙ yathaivamohahkusalamulam prajnasvabhavatvan makabhumika iti

（192-6～7、130-30～31）

○Ｙ-○北 dper na gti mug med pa’i dge ba’i rtsa ba shes rab kyi rang bzhin
 

yin pa’i phyir sa mang po pa（135a）

36Ⓐ yatha payascatapasca sarpisah syanatvavilınatvayor na tu punas tat-

svabhavau（204-14～15、61-2～3）

○北 ji ltar nyi ma dang chu mar sar’khyag pa nyid dang’ju ba nyid dag gis
 

rgyu mtshan gyi de dag gi ngo bo nyid ni ma yin pa ltar（78a）

○玄 如水日光是凝釋日體非凝釋（21b ）

○真 譬如水及日光是 凝釋因非凝釋（180b ）

○Ｙ yathodakatapau sarpisah syanatvavilınatvayor nimittabhumau,na tu
 

punas tatsvabhavau（204-10～11、138-20～21）

○Ｙ-○北 ji ltar chu dang nyi ma dag mar sar’khyags pa dang ’ju ba dag gi
 

rgyu mtshan du gyur ba yin gyi de dag gi ngo bo nyid de’khyags pa nyid
 

dang ’ju ba nyid kyi ngo bo nyid dag ni ma yin te bzhin du（143b ）

○Ｓ de dag gi ngo bo nyid ma yin pa ltar zhes bya ba（231b）

○Ｐ de dag gi ngo bo nyid ma yin pa ltar zhes bya ba（170b）

37Ⓐ na ca rupasvabhava iti cittaviprayukta ucyate（210-2～3、62-14）

○北 gzugs kyi rang bzhin yang ma yin pas sems dang ldan pa（79a）

○玄 非色等性（22a）

○真 非是色性（180c ）

○Ｙ na ca rupasvabhava iti（210-10、143-6～7）

○Ｙ-○北 gzugs kyi rang bzhin yang ma yin pas（148b）

○Ｓ gzugs kyi rang bzhin yang ma yin pas（235b）

○Ｐ gzugs kyi rang bzhin yang ma yin pas（175a ）

38Ⓐ yad asya naiva svabhavahprajnayate rupasabdadivad,ragadvesadivad

va;na capi caksuhsrotradivat（213-8～9、63-10～11）

○北 gang gi phyir gzugs dang sgra la sogs pa ltar ram/’dod chags dang zhe
 

sdang la sogs pa ltar’di’i rang gi ngo bo yang mi snang la/mig dang rna
 

ba la sogs pa ltar bya ba yang mi snang ba（80a ）

○玄 得無體可知如色聲等或貪瞋等無用可知如眼耳等（22b ）

○真 此至非至自性不可知譬如色聲等又如欲瞋等其事亦不可知譬如眼耳等（181

a ）

○Ｓ thob pa ni rang gi ngo bos snang ba yang ma yin（239a）

○Ｐ thob pa ni rang gi ngo bos snang ba yang ma yin（178b）

○順 得無體可知如色譬等或貪瞋等無用可知如眼耳等（397b ）

39Ⓐ ete cittacaittanirodhasvabhave（245-1、72-18）

○北’di dag sems dang sems las byung ba’gog pa’i rang bzhin yin na（88a）

○玄 以心心所滅爲其自性(25c )

○真 心及心法爲自性（184a ）

○Ｙ sarvacittacaitta nirodhasvabhavatvat（245-7、166-29）

○Ｙ-○北 sems dang sems las byung ba ni thams cad’gog pa’i ngo bo nyid
 

yin pa’i phyir（174a）

○Ｓ sems dang sems las byung ba’gog pa’i rang bzhin（265a ）

40Ⓐ na ca samskrtanamrupadınam tavat samskrtatvam laksyate,grhnapi

svabhavam,yavat pragbhavo na jnayate pascac ca santatesca visesah

（263-1～2、78-9～11）

○北’dus byas gzugs la sogs pa rang gi ngo bo bzung yang ji srid du snga na
 

med pa dang phyis med pa dang rgyun gyi bye brag mi shes pa de srid
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du’dus byas nyid du mi shes（94a ）

○玄 雖了有爲色等自性乃至未了先無後無相續差別仍未知彼體是有爲（28a ）

○真 若人已了別自性乃至未解先無後有相續差別是故由此相不可相有爲性（186

b ）

○Ｙ na ca samskrtanamrupadınam tavat samskrtatvam laksyate,grhnapi

svabhavam（263-1、177-26～27）

○Ｙ-○北’dus byas gzugs la sogs pa ji srid du rang gi ngo bo bzugs yang（184

b）

○Ｐ ji srid du snga na med pa dang/phyis med pa mi shes pa na ste/ci zhe
 

na/rang gi ngo bo zhes skabs dang sbyor（221b）

41Ⓐesaca sasthıkatham kalpyate-rupasya svabhava iti（268-2、79-27）

○北 gzugs kyi rang bzhin zhes bya ba drug pa’di yang ji ltar brtags（95b）

○玄 又如説色之自性此第六轉言何得成（28c ）

○真 云何成是色自性（187a ）

○Ｙ rupasya svabhava iti（268-5、180-19）

○Ｙ-○北 gzugs kyi rang bzhin（187b）

○Ｓ gzugs kyi rang bzhin zhes bya ba（289a）

○Ｐ gzugs kyi rang bzhin zhes（226a）

42Ⓐ vaksvabhavatvac chabdatmaka iti（271-12、80-24）

○北 ngag gi rang bzhin yin pa’i phyir sgra’i bdag nyid yin pas（96b）

○玄 語爲性故用聲爲體（29a ）

○真 言説爲體 是音聲性（187b ）

○Ｓ ngag gi rang bzhin yin pa’i phyir sgra’i bdag nyid yin pas（292a）

○Ｐ ngag gi rang bzhin yin pa’i phyir sgra’i bdag nyid yin pas（229a ）

○順 語爲性故用聲爲體（413c ）

43Ⓐ rupasvabhavabhavanti（271-13、80-24）

○北 gzugs kyi rang bzhin dag ma yin nam（96b）

○玄 色自性攝（29a ）

○真 色自性（187b ）

○Ｓ gzugs kyi rang bzhin（292a ）

○Ｐ gzugs kyi rang bzhin（229a）

○順 色自性攝（413c ）

44Ⓐ naite vaksvabhavah（271-14、80-25）

○北 de dag ni ngag gi rang bzhin ma yin（96b）

○玄 非以語爲自性（29a ）

○真 不以言攝爲性（187b ）

○Ｙ naite vaksvabhava iti（271-19、183-10）

○Ｙ-○北 de dag ni ngag gi rang bzhin ma yin te zhes bya ba（189b）

○Ｓ de dag ni ngag gi rang bzhin ma yin te zhes bya ba（292a）

○Ｐ de dag ni ngag gi rang bzhin ma yin te zhes bya ba（229b）

45Ⓐghosasvabhavatvadvacah（272-11、81-7～8）

○北 ngag ni sgra’i rang bzhin yin pa’i phyir（97a）

○玄 語聲性故（29b）

○真 言語以音聲爲自性故（187c ）

○順 語聲性故（414a ）

46Ⓐghosasvabhavatvadvacah（272-13、81-9）

○北 ngag ni sgra’i rang bzhin yin pa’i phyir（97a）

○玄 語聲性故（29b ）

○真 言語以音聲爲自性故（187c）

○順 語聲性故（414a ）

47Ⓐsamskrtasya hi dharmasya svabhavavarjyah sarvadharmah karan-

ahetuh（280-4、82-26）

○北 rang gi ngo bo ma gtogs pa chos thams cad ni chos’dus byas kyi byed
 

rgyu’i rgyu yin（98b）

○玄 一切有爲唯自體以一切法爲能作因（30a ）
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○真 所生有爲法離自體以一切法爲隨造因（188a ）

○Ｓ rang gi ngo bo rang gi ngo bo’i byed rgyur gyur na（300a）

○順 諸法生時唯除自體以一切法爲能作因（417a ）

48Ⓐkatham svabhavavarjyah sarvadharmah samskrtasya karanahetur

bhavanti?（280-7～8、83-1）

○北 ji ltar na rang gi ngo bo ma gtogs pa chos thams cad chos’dus byas kyi
 

byed rgyu yin zhe na（98b）

○玄 如何有爲唯除自體以一切法爲能作因（30a ）

○真 云何一切法離自體於有爲法立爲隨造因（188b ）

○Ｙ katham svabhavavarjyah sarvadharmah samskrtasya karanahetur

bhavanti（281-14、189-20～21）

○Ｙ-○北 ji ltar rang gi ngo bo ma gtogs pa chos thams cad’dus byas kyi byed
 

pa’i rgyu yin（195b-196a）

49Ⓐ tad idam itaretarasrayam vyakhyanam asamartham tatsvab-

havadyotane（321-2、90-2）

○北 phan tshun rten pa’i bshad pa’di ni de’i rang gi ngo bo gsal bar bya ba
 

la nub pa ma yin（108a）

○玄 更互相依於此自性竟不能顯（34a）

○真 此釋更互相依終不能顯自性（191c ）

50Ⓐ tasmad anyatha tatsvabhavo vaktavyah（321-2、90-2）

○北 de lta bas na de’i rang gi ngo bo gzhan du brjod par bya（108a ）

○玄 故應別門開顯自性（34a ）

○真 是故應引別義顯其體性（191c ）

51Ⓐ aryair eva tatsvabhavah pratyatmavedyah（321-3、90-2）

○北 de’i rang gi ngo bo ni’phags pa rnams kho nas so so rang gis rig par
 

bya ba yin（108a）

○玄 此法自性實有離言唯諸聖者各別内證（34a ）

○真 諸聖人能自證此法體性（191c ）

○Ｐ de’i rang gi ngo bo’phags pa rnams kho bos(sic.)zhes bya ba（263a ）

52Ⓐ na hi tasya rupavedanadivat  svabhava upalabhyate, na capi
 

caksuradivat karmam（325-14～15、93-19～20）

○北 gzugs dang tshor ba la sogs pa bzhin du de’i rang gi ngo bo yang ma
 

dmigs la mig la sogs pa bzhin du las kyang mi dmigs（109b-110a）

○玄 此非有體可得如色受等亦非有用可得如眼耳等（34c ）

○真 此無爲不如色受等自性可證不如眼根等可以事證（192b ）

○Ｓ de ni gzugs dang tshor ba la sogs pa bzhin du rang gi ngo bos mngon
 

sum gyis dmigs pa yin（338b）

○Ｐ de ni gzugs dang tshor ba la sogs pa bzhin du rang gi ngo bos mngos
 

sum gyis dmigs pa yin（267a ）

53Ⓐavasukah＝asarırah,asvabhava ity uktam bhavati（327-6、94-11）

○北 dngos po med pa ni lus med pa dang/rang gi ngo bo med pa ni zhes
 

bshad pa yin（110b）

○玄 言無事者謂無體性（35a）

○真 無類謂無體此言顯無自性（192c ）

○Ｓ dngos po med pa ni lus med pa dang/rang gi ngo bo med pa（342a ）

○Ｐ dngos po med pa ni lus med pa dang/rang gi ngo bo med pa（268b-269

a）

54Ⓐ svabhavavastu,（327-7、94-11）

○北 rang bzhin gyi dngos po（110b）

○玄自性事（35a）

○真自性類（192c）

○Ｓ rang bzhin gyi dngos po（342a）

○Ｐ rang bzhin gyi dngos po（269a ）

○順自性事（435b ）
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○Ｐ bdag po’i rkyen ni byed rgyu’i rgyu yin pas rang gi ngo bo ma gtogs
 

pa’i chos thams cad（284b ）

Chap.III

58Ⓐ santi kusalaklistabhajanantarabhavasvabhavaapi dhatavah（389-19、

114-10）

○北 khams rnams ni dge ba dang/nyon mongs can dang/snod dang srid pa
 

bar ma pa’i rang bzhin dag kyang yin（128b）

○玄 有謂善染外器中有雖是界性（42a ）

○真 攝有善染汚器世界中陰爲性是界（199b ）

○順 善染無記有 無 及中有等是界性（459b ）

59Ⓐ sattvakhyaeva ca,na cantarabhavasvabhavah（390-1、114-14）

○北 sems can zhes bya ba kho na yin yang/srid pa bar ma’i rang bzhin dag
 

ni ma yin（128b ）

○玄 五趣唯是有 數攝體非中有（42a ）

○真 但衆生名是道亦非中陰爲性（199b ）

○Ｙ na cantarabhavasvabhava iti（390-4、259-27）

○Ｙ-○北 srid pa bar ma’i rang bzhin dag ni ma yin no zhes bya ba（282b）

○Ｓ srid pa bar ma’i rang bzhin yang yin no zhes bya ba（9b）

○Ｐ srid pa bar ma’gro ba’i rang bzhin ma yin（309b）

60Ⓐ tac vipakasvabhavaevety eke（329-9～10、115-16）

○北 de dag kyang kha cig na re rnam par smin pa’i rang bzhin dag kho na
 

yin（129b）

○玄 有説一向是異熟生（42b ）

○真 果報爲性（199c ）

○Ｙ vipakasvabhavaevety acaryasamghabhadrah（392-15、261-1）

○Ｙ-○北 slob dpon’dus bzang ni rnam par smin pa’i rang bzhin dag kho na
 

yin no/zhes bya（284b）

○Ｓ de dag kyang kha cig na re rnam par smin pa’i rang bzhin dag kho na

55Ⓐsarvah sarvasya samskrtasya svabhavavarjyasya（349-11、100-16）

○北 chos thams cad rang gi ngo bo ma gtogs pa’i’dus byas thams cad kyi
 

yin（116b）

○玄 以一切法各除自性與一切有爲爲 上 （37b ）

○真 此―於一切有爲法離自性皆是 上 （194c ）

○Ｙ sarvahsamskrtasamskrtatahsarvasya samskrtasyasvabhavavarjyas

ca（349-10～11、236-14）

○Ｙ-○北 ’dus byas dang ’dus ma byas thams cad rang gi ngo bo ma gtogs
 

pa’i’dus byas（253a-b）

○Ｓ rang gi ngo bo ma gtogs pa’i chos thams cad bdag po’i rkyen yin pa

（363a）

○Ｐ thams cad rang gi ngo bo ma gtogs pa’i zhes bya ba（283b）

56Ⓐ syat svabhava svabhavasya parabhavo’pi（349-12、100-17）

○北 yod de rang gi ngo bos(sic.)rang gi ngo bo lta bu’o//gzhan gyi ngo bo
 

yang yod（116b）

○玄 有謂自性於自性於他性亦有（37b ）

○真 不有謂自性於自性他性於他性（194c ）

○Ｓ rang gi ngo bo’i rang gi ngo bo lta bu’o zhes bya ba（364a）

○Ｐ rang gi ngo bo’i rang gi ngo bo lta bu’o zhes bya ba（283b）

57Ⓐadhipatipratyayah-svabhavavarjyahsarvadharmah（351-5、101-10～11）

○北 bdag po’i rkyen pa ni rang gi ngo bo ma gtogs pa chos thams cad（117

a ）

○玄 上 者謂隨所應各除自性餘一切法（37c ）

○真 上 者離自性一切餘法（195a ）

○Ｙ svabhavavarjyahsarvadharmah（351-6、237-6～7）

○Ｙ-○北 rang gi ngo bo ma gtogs chos thams cad（254a）

○Ｓ bdag po’i rkyen ni byed rgyu’i rgyu kho na yin pas rang gi ngo bo ma
 

gtogs pa’i thams cad (sic.)（366a）
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○Ｓ rnam par shes pa gnas pa bdun phung po lnga’i rang bzhin dag yin no
 

zhes bya ba（15b ）

○Ｐ rnam par shes pa gnas pa bdun phung po lnga’i rang bzhin yin pa’i phyir

（315b ）

64Ⓐ sa punar esodvadasangahpratıtyasamutpadas trisvabhavo veditavyah

klesakarmavastuni（442-3、134-4）

○北 yang rten cing’brel bar’byung ba yan lag bcu gnyis pa de ni nyon mongs
 

pa dang/las dang/gzhi dang/gsum gyi rang bzhin du rig par bya（146

b ）

○玄 十二支而三二爲性三謂惑業事（49a ）

○真 此十二 生應知三種自性一惑二業三類（206a ）

○Ｓ lam dang nyon mongs pa’i rang bzhin nyid kyis（45a）

○Ｐ lam dang nyon mongs pa’i rang bzhin nyid kyis（342b）

○順 雖有十二支而三二爲性三謂惑業事（499c ）

65Ⓐ trınyanganiklesasvabhavani-avidyatrsnopadanani（442-6、134-7）

○北 yan lag gsum ni nyon mongs pa’i rang bzhin dag ste/ma rig pa dang/

sred pa dang/len pa rnams（164b）

○玄 無明愛取煩悩爲性（49a ）

○真 三分以惑爲性謂無明愛取（206a ）

○Ｙ avidyatrsnopadananiklesasvabhavani（442-10、287-23～24）

○Ｙ-○北 ma rig pa dang sred pa dang len pa rnams ni nyon mongs pa’i rang
 

bzhin yin（318a）

○順 如是三種煩悩爲性（496c ）

66Ⓐangadvayamkarmasvabhavam-samskarahbhavasca（442-8、134-9）

○北 yan lag gnyis ni las kyi rang bzhin yin te/’dus byed dang/srid pa（146

b ）

○玄 行及有支以業爲性（49a ）

○真 二分以業爲性謂行及有（206a ）

yin no zhes（11b）

○Ｐ slob dpon’dul bzang na re ni rnam par smin pa’i rang bzhin kho na yin
 

no zhes（311a）

○順 唯異熟生是趣體（459c ）

61Ⓐ aupocayikasvabhavaapıty apare（392-10、117-23）

○北 gzhan dag na re rgyas pa las byung ba’i rang bzhin dag kyang yin（129

b ）

○玄 有餘師言亦通長養（42b ）

○真 有餘師説 長爲自性（199c ）

○Ｙ aupacaikasvabhavaapıti（392-13、260-32）

○Ｙ-○北 rgyas pa las byung ba’i rang bzhin dag kyang yin no/zhes bya ba

（284b ）

○Ｓ gzhan dag na re rgyas pa las byung ba’i rang bzhin dag kyang yin（12

a）

○Ｐ gzhan dag na re rgyas pa las byung ba’i rang bzhin dag kyang yin（311

a）

62Ⓐ tesamkahsvabhavah（398-5、117-23）

○北 de dag gi rang bzhin ci zhe na（132a）

○玄 如是四種其體云何（43b ）

○真 此四體相云何（200b ）

○順 如是四種其體云何（463a ）

63Ⓐ sapta ca vijnanasthitayahpancaskandhasvabhavah（399-7、118-6）

○北 rnam par shes pa(sic.)bdun phung po lnga’i rang bzhin dag yin（132b）

○玄 七識住五蘊爲體（43c）

○真 七識住五陰爲性（200c）

○Ｙ sapta ca vijnanasthitayahpancaskandhasvabhavah（399-13、264-11）

○Ｙ-○北 rnam par shes pa gnas pa bdun phung po lnga’i rang bzhin dag yin

（289a）
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○真 由無明是煩悩性故惑従類生惑従惑生（206b ）

○Ｙ avidyaklesasvabhavasatıvastunahklesad veti jnapitambhavati（444

-1、288-10～11）

○Ｙ-○北 ma rig pa’i nyon mongs pa’i ngo bo nyid gzhi’am nyon mongs pa
 

las skye（318b ）

70Ⓐ sa ca drstisvabhava iti navidyayujyate（463-14、141-11）

○北 de yang lta ba’i rang bzhin yin pas ma rig pa yin par mi rung（153a）

○玄 於中有見故非無明（51c ）

○真 此 以見爲性故不應成無明（208c ）

○Ｙ sa ca drstisvabhaveti(sic.)navidyayujyate iti（463-16、301-17）

○Ｙ-○北 de yang lta ba’i rang bzhin yin pas ma rig pa yin par mi rung ngo//

zhes bya ba（336a）

○Ｓ de yang lta ba’i rang bzhin yin pas zhes bya ba（65a）

71Ⓐ sarvaklesasvabhavahi satısamyojanadisuprthag nocyate（465-4、141

-25～142-1）

○北 nyon mongs pa thams cad kyi rang bzhin yin na kun tu sbyor ba la sogs
 

pa’i nang du yang shig tu bshad par mi’gyur（153b）

○玄 若諸煩悩皆是無明於結等中不應別説（52a ）

○真 若無明是一切惑性類不應於結等義中立爲別惑（208c ）

○Ｙ sarvaklesasvabhava hi satısamyojanadisu prthag nocyate（465-11、

302-8～9）

○Ｙ-○北 nyon mongs pa thams cad kyi rang bzhin yin na kun tu sbyor ba la
 

sogs pa’i nang du yang logs shig tu bshad par mi’gyur（337a）

○Ｓ gal te nyon mongs pa thams cad kyi rang bzhin ma rig pa yin na（66

b）

○Ｐ gal te nyon mongs pa thams cad kyi rang bzhin ma rig pa yin na（359

a）

○Ｙ samskarahbhavasca karmasvabhavah（442-10、287-24）

○Ｙ-○北’du byed dang srid pa ni las kyi rang bzhin yin（318a）

○順 如是二種以業爲性（496c ）

67Ⓐsaptangani vastusvabhavani-vijnananamarupasadayatanasparsavedana-

jatijaramaranani（442-10～11、134-11）

○北 yan lag bdun po ni rnam par shes pa dang/ming dang/gzugs dang/skye
 

mched drug dang/red pa dang/tshor ba dang/skye ba dang/rga shi
 

rnams ni las dang nyon mongs pa’i rten yin pa’i phyir gzhi’i yan lag yin

(sic.)（146b ）

○玄 餘識等七以事爲性（49a ）

○真 七部以類爲性謂識名色六入 受生老死（206a ）

68Ⓐsesanipanca hetubhutani;karmaklesasvabhavatvat（442-13、134-14）

○北 lhag ma lnga ni las dang nyon mongs pa’i rang bzhin yin pa’i phyir
 

rgyur gyur pa dag yin（146b-147a）

○玄 餘五 亦名因以煩悩業爲自性故（49a ）

○真 所餘諸分説名因惑業爲性故（206a ）

○Ｙ pancahetubhutanıti/avidyasamskaratrsnopadanabhavah/karmaklesa-

svabhavatvad iti（442-9、287-22～23）

○Ｙ-○北 lnga ni rgyur pa dag yin no//zhes bya ba ni ma rig pa dang/’du byed
 

dang/sred pa dang/len pa dang/srid pa rnams so//las dang nyon mongs
 

pa’i rang bzhin yin pa’i phyir zhes bya ba（318a ）

○順 餘五 亦名因以煩悩業爲自性（496c ）

69Ⓐ avidyapi klesasvabhava vastunah klesad veti jnapitam bhavati（443-

15～16、135-3～4）

○北 ma rig pa nyon mongs pa med pa’i(sic.)rang bzhin yang gzhi’am nyon
 

mongs pa las skye bar’gyur（147a）

○玄 無明老死事惑性故（49b ）
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72Ⓐ bhavaty avidyadharmantaram,kas tu tasyahsvabhavah?（465-8、142

-4）

○北 ma rig pa chos zhig yin la ni rag na(sic.)de’i rang bzhin ci yin（153b）

○玄 許無明別法爲體應説此體其相云何（52a ）

○真 我許無明是別惑此無明以何爲性（209a）

○順 若有別法説名無明應説爲別法性（501a ）

73Ⓐ yadi svabhavatah, trayo bhavisyati-saumanasyadaurmanasyopek-

savicarah（480-3～4、147-1～2）

○北 gal te ngo bo nyid las ni gsum du’gyur te/yid bde ba dang/yid mi bde
 

ba dang/gtang snyoms kyi nye bar rgyu ba dag yin（157b ）

○玄 若由自性應但有三喜憂捨（53c）

○真 若由自性應成三謂喜憂捨別行（210b ）

○Ｙ saumanasyadaurmanasyopeksasvabhavatraividhyat（480-5、310-16）

○Ｙ-○北 yid bde ba dang yid mi bde ba dang btang snyoms kyi ngo bo nyid
 

rnam pa gsum yin pa’i phyir（347b）

74Ⓐkalpahkim svabhavah?（543-23、180-25）

○北 bskal pa’i rang bzhin ci zhe na（180b ）

○玄 劫性是何（63b ）

○真 此劫以何法爲自性（221a ）

75Ⓐpancaskandhasvabhavah（543-23、180-25）

○北 phung po’i lnga’i rang bzhin（180b）

○玄 謂唯五蘊（63b）

○真 五陰爲自性（221a ）

○Ｙ pancaskandhasvabhavah（543-3、335-32）

○Ｓ bskal pa phung po lnga’i rang bzhin（110b）

○Ｐ bskal pa phung po lnga’i rang bzhin（399b）

○順 諸劫唯用五蘊爲體（523c）

Chap.IV

76Ⓐ katham esam karmanam vyavasthanam, kim asrayatah? ahosvit
 

svabhavatah samutthanato va?（567-13～568-1，192-12～13）

○北 las de dag ji ltar rnom par bzhag/ci rten las sam/’on te ngo bo nyid las
 

sam/’on te kun na slong pa las（190a-190b）

○玄 如何建立此三業耶爲約 依爲據自性爲就等起（67b ）

○真 云何建立此三爲由依止爲自性爲 起（225b ）

○順 如是三業隨其次第由 依自性等起故建立（351b ）

77Ⓐ svabhavatasced,vakkarmaikam prapnoti（568-2，192-14）

○北 gal te ngo bo nyid las yin na ni de ngag gi las gcig pur’gyur（190b）

○玄 若據自性應唯語是業（67b ）

○真 若由自性但一口業（225b）

○Ｙ svabhavatasced vakkarmaikam iti（568-1，345-9）

○Ｙ-○北 gal te ngo bo nyid las yin na ni ngag gi las gcig pur’gyur ro zhes bya
 

ba（2a-2b）

○Ｓ ngag gi las ni ngo bo nyid yin te/de ni ngag gis(sic.)rang bzhin yin
 

pa’i phyir（121b）

○Ｐ ngag gi las ni ngo bo nyid yin te/de ni ngag gi rang bzhin yin pa’i phyir

（4a）

78Ⓐvacasahkarmasvabhavatvat（568-2，192-15）

○玄 以三種中唯語 業故（67b ）

○真 於一切中但口是業故（225b）

79Ⓐ te tu kayavakkarmanıpratyekamvijnaptyavijnaptisvabhave veditavye

(568-11，192-22）

○北 lus dang ngag gi las de dag ni so sor rnam par rig byed dang/rnam par
 

rig byed ma yin pa’i rang bzhin dag tu rig par bya（190b ）

○玄 身語二業倶表無表性（67c ）

○真 是身口業應知一一各有二類謂有敎無敎爲性（225b ）

―284― ―283―



○順 身語二業倶表無表性（531b -c）

80Ⓐsiddhasvalaksananamhi tesamsancayo yujyate/na ca samsthanavaya-

vanamvarnadivatsvabhavah siddha iti kuta esamsancayah(576-2～4，

195-10～11）

○北 rang gi mtshan nyid rnams grub na ni de dag bsags pa rung bar’gyur na
 

dbyibs kyi yan lag rnams ni kha dog la sogs pa bzhin du rang gi ngo bor
 

grub pa yang med na de dag bsags pa lta zhig ga la yod（192b-193a）

○玄 非諸形色有別極微自相極成 如顯色云何得有聚集安布（68b ）

○真 若彼別相成就彼聚集可然相貌隣虚如色等隣虚自性 不成就云何得有聚集（226

b ）

○Ｙ na ca samsthanavayavanamvarnadivatsvabhavahsiddha iti（576-3～4，

350-15～16）

○Ｙ-○北 dbyibs kyi yan lag rnams ni kha dog la sogs pa bzhin du rang gi ngo
 

bor grab pa yang med ces bya ba（6b）

○Ｓ gang kha dog gi rdul phra rab gnyis ga la rab tu grub pa’i rang gi ngo
 

bo（128a）

○Ｐ gang kha dog gi rdul phra rab gnyis la rab tu grub pa’s rang gi ngo
 

bo（9b）

81Ⓐ vaksvabhavo yahsabdah sasiva vagvijnaptih（578-8，196-4）

○北 ngag gi rang bzhin gyi sgra gang yin pa de ni ngag gi rnam par rig byed
 

yin no//（193b）

○玄 語表業體謂 言聲（68c ）

○真 是聲言語爲性（226c ）

○Ｓ ngag gi rang bzhin gyi sgra gang yin pa zhes bya ba（131b）

○Ｐ ngag gi rang bzhin gyi sgra gang yin pa zhes bya ba（12a）

○順 語表體 言語（539b ）

82Ⓐ tesamcavidyamanasvabhavatvadrupalaksanabhavacca（578-10～579

-1，196-6）

○北 de dag kyang rang gi ngo bo med pa’i phyir dang gzugs kyi mtshan nyid
 

med pa’i phyir（193b ）

○玄 過去大種體非有故又諸無表無色相故（68c ）

○真 過去四大已無爲性故由執此色爲相故（226c ）

○Ｙ tesamcatıtanammahabhutanam/na hy atıtanam pratyutpannasvab-

havo’sti（579-2～3，352-8～9）

○Ｙ-○北 de dag kyang rang gi ngo bo med pa’i phyir zhes bya ba ni’dus pa’i

’byung ba chen po de dag kyang da lta bur rang gi ngo bor med（8b ）

○Ｓ ’das pa’i’byung ba chen po de rnams ni da ltar byung ba rang bzhin
 

med pa’i phyir（131b）

○Ｐ ’das pa’i’byung ba chen po de rnams ni da ltar byung ba rang bzhin
 

med pa’i phyir（12b）

○順 過去大種體非有（540a ）

83Ⓐkrte’pi ca tasyahsvabhavavisesad iti（582-2，196-20）

○北 zas(sic.)su zin kyang de’i rang gi ngo bo la khyad par med pa’i phyir

（194a）

○玄 使作 作已此性無異故（69a ）

○真 若已作此性無差別故（226c ）

○Ｙ krte’pi ca tasyahsvabhavavisesad iti（584-14，354-35）

○Ｙ-○北 byas su zin kyang de’i rang gi ngo bo la khyad par med pa’i phyir
 

zhes bya ba（11b）

○Ｓ byas su zin kyang de’i rang gi ngo bo la khyad par med pa’i phyir ro
 

zhes（133a）

○Ｐ byas su zin kyang de’i rang gi ngo bo la khyad par med pa’i phyir ro
 

zhes bya ba（14a）

84Ⓐparamarthatah,svabhavatah,samprayogatah,samutthanasca（597-3，

202-6）

○北 don dam pa dang/ngo bo nyid dang/mtshung par ldan pa dang/kun nas
 

slong bas（199b ）
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○玄 一由 義二由自性三由相應四由等起（71a ）

○真 一眞實二自性三相應四發起（228c ）

○Ｙ svabhavata iti/atmatah（597-1，362-28）

○Ｙ-○北 ngo bo nyid (sic.)ces bya ba ni bdag nyid kyis（19b3-4）

○Ｓ de rnams ni don dam pa’am ngo bo nyid dang/mtshung par ldan pa’i
 

sgo nas（144b）

○Ｐ don dam pa dang/ngo bo nyid dang/mtshungs par ldan pa dang/kun
 

nas slong bar（24b）

○順 一由 義二由自性三由相應四由等起（546a ）

85Ⓐ trıni kusamulani hrıscapatrapyam ca svabhavena kusalani;

anyasamprayogasamuttananapeksatvat（597-9～10，202-11～12）

○北 dge ba’i rtsa ba gsum dang ngo tsha shas pa dang khrel yod pa ni gzhan
 

mtshungs par ldan pa dang/kun nas slong ba la mi bltos pa’i phyir ngo
 

bo nyid kyi(sic.)dge ba yin（200a ）

○玄 唯慚與愧及無貪等三種善根不待相應及餘等起體性是善（71a ）

○真 三善根慚及羞此法由自性是善不 別相應發起因故（228c ）

○順 唯慚與愧及無貪等三種善根不待相應及餘等起體性是善（536a -b）

86Ⓐakusalamulahrıkyanapatrapyanisvabhavatah（598-5，202-24）

○北 mi dge ba’i rtsa ba dang ngo tsha med pa dang khrel med pa rnams ni
 

ngo bo nyid kyis（200a）

○玄 唯無慚愧及貪瞋等三不善根不待相應及餘等起體是不善（61b ）

○真 三 根及無慚無羞名自性 （228c ）

○Ｙ napy alobhadivat svabhavatah kusalam;atatsvabhavatvat（598-2，

368-5）

○Ｙ-○北 ma chags pa la sogs pa bzhin du ngo bo nyid kyis dge ba yang ma
 

yin te/de’i ngo bo nyid ma yin pa’i phyir（20a）

○Ｓ chags pa la sogs pa dag ni ngo bo nyid kyis mi dge ba yin（145a-145

b）

○Ｐ chags pa la sogs pa dag ni ngo bo nyid kyis mi dge ba yin（25a）

○順 唯無慚愧及貪瞋等三不善根不待相應及餘等起體是不善（546b ）

87Ⓐ abhinna esamcaturnamsamvaranamtribhyahsvabhavah（609-2，206-

7）

○北 sdom pa bzhi po dag gi gsum po las rang bzhin tha mi dad（203b）

○玄 四律儀非異三體（72c ）

○真 四種護體性不異於三（230a）

○Ｙ abhinne ’nyascaturnam bhiksunısiksamanasramaneryupasikasam-

varanam tribhyo bhiksusramaneropasakasamvarebhyah svabhavah

（607-9～10，368-15～17）

○Ｙ-○北 dge slong ma dang/dge slop ma dang/dge tshul ma dang/dge
 

bsnyen ma’i sdom pa bzhi po de dag ni dge slong dang dge tshul dang/

dge bsnyen gyi sdom pa gsum po las rang bzhin tha mi dad（25a ）

○Ｐ sdom pa bzhi po de dag ni gsum po las rang bzhin tha mi dad do zhes
 

bya ba（30b）

○順 四律儀非異三體（598c）

88Ⓐ kriyasvabhavatvat karmam（609-9）

○北 bya ba’i rang bzhin yin pa’i phyir las（204b）

○玄 作自體故名爲業（73a ）

○真 造爲性故名業（230b ）

○順 作自體故名爲業（549b）

89Ⓐ etan manaindriya samvaraukim svabhavau?（612-11，208-25～26）

○北 yid dang dbang po’i sdom pa’di gnyis kyi rang bzhin ci zhe na（205b）

○玄 此意根律儀以何爲自性（73b ）

○真 此意護根護自性云何（230c ）

○順 此意根律儀以何爲自性（599c ）

90Ⓐ naitav avijnaptisılasvabhavau（612-11，209-2）

○北’di gnyis rnam par rig byed ma yin pa’i rang bzhin ma yin（205b）
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○玄 此二自性非無表色（73b ）

○真 此二非無教戒性（230c ）

○Ｓ lus dang ngag gi sdom pa dag rnam par rig byed ma yin pa’i rang
 

bzhin（153a）

○Ｐ lus dang ngag gi sdom pa dag rnam par rig byed ma yin pa’i rang
 

bzhin（33b）

○順 此二自性非無表色（549c ）

91Ⓐpratyekamdvisvabhavajnapanartham（612-12，209-2）

○北 so sor gnyis kyi rang bzhin yin par bstan pa’i phyir（205b）

○玄 爲顯如是二種律儀（73c）

○真 爲顯二護各具二性故（230c ）

○Ｙ dvisvabhavajnapanartham（613-1，370-34）

○Ｙ-○北 gnyis kyi ngo bo nyid yin par bstan pa’i phyir（27b）

92Ⓐmanahsamvaro’pismrtisamprajnanasvabhavaiti（612-12～13，209-3）

○北 yid kyi sdom pa yang dran pa dang shes bzhin gyi rang bzhin yin（205

b ）

○玄 正知正念爲體（73c ）

○真 意護以善慧正念爲性（230c ）

○Ｙmanahsamvaro’pismrtisamprajnanasvabhava（612-16，370-33）

○Ｙ-○北 yid kyi sdom pa yang dran pa dang shes bzhin gyi ngo bo nyid yin

（27b）

○Ｓ yid dang dbang po’i sdom pa gnyis dran pa dang shes bzhin gyi rang
 

bzhin（153a）

○Ｐ yid dang dbang po’i sdom pa gnyis dran pa dang shes bzhin gyi rang
 

bzhin（33b）

93Ⓐkim svabhavanisaranagamani?（630-4，217-6）

○北 skyab su’gro ba rnams kyi rang bzhin ci zhe na（212b）

○玄 此能 依何法爲體（76c ）

○真 依體性云何（233c ）

94Ⓐ vagvijnaptisvabhavani（630-4，217-7）

○北 ngag gi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid dag yin（212b）

○玄 語表爲體（76c ）

○真 有敎言語爲性（233c ）

○Ｙ vagvijnaptisvabhavanıti（630-8，379-2）

○Ｙ-○北 ngag gi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid dag yin no zhes bya ba

（36b ）

○Ｓ ngag gi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid dag yin no zhes bya ba（162

a）

○Ｐ ngag gi rnam par rig byed kyi ngo bo nyid dag yin no zhes bya ba（42

a）

○順 語表爲體（559b ）

95Ⓐkamavacaram kusalam arupasvabhavam（649-10，225-23）

○北’dod pa na spyod pa’i dge la gzugs can ma yin pa’i rang bzhin（220b-

221a）

○玄 欲界一切非色善法（80b ）

○真 欲界中一切非色性善（236c）

96Ⓐklistam tv arupasvabhavam（649-1，229-3）

○北 myon mongs pa can gzugs can ma yin pa’i rang bzhin（221a）

○玄 非色染法（80b ）

○真 非色性汚汚（236c）

97Ⓐkatham punar avedanasvabhavam karmam sukhadivedanadıyam ity
 

ucyate?（656-1，229-3）

○北 ji ltar ma tshor ba’i rang bzhin ma yin pa’i las bde ba myong bar’gyur
 

ba zhes bya zhe na（223b ）

○玄 此業起 受體性 殊如何 爲順 受等（81b ）
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○真 此業不以受爲性云何 有 受等（237b ）

○Ｙ katham punar avedanasvabhavam iti（656-1，391-30）

○Ｙ-○北 ji ltar ma tshor ba’i rang bzhin ma yin pa’i las zhes bya ba（49b ）

○Ｓ ji ltar ma tshor ba’i rang bzhin ma yin pa zhes bya ba（175a ）

○Ｐ ji ltar ma tshor ba’i rang bzhin ma yin pa zhes bya ba（56a ）

98Ⓐ svabhavasamprayogabhyam alambanavipakatah/samukhıbhavatas

ceti pancadhavedanıyata//（656-7～8，229-8～9）

○北 ngo bo nyid dang mtshung par ldan pa dang//dmigs pa dang ni rnam
 

smin dang//mngon sum du ni gyur ba las//myong’gyur rnam pa lnga yin
 

no//（224a）

○玄 順受總有五謂自性相應及 異熟現前差別故（81b ）

○真自性及相應境界與果報或由令現前受義有五種（237c ）

○順 順受總有五謂自性相應及 異熟現前差別故（568b ）

99Ⓐ svabhavavedanıyatavedananam;svabhavenaiva vedanıyatvat（659-9，

229-10）

○北 ngo bo nyid kyis myong bar’gyur ba ni tshor ba rnams（224a）

○玄自性順受謂一切受（81b ）

○真自性受謂苦 等（237c ）

○Ｙ svabhavavedanıyateti/svabhavavedanubhavalaksanena vedanıyasva-

bhavah（659-9，392-5～6）

○Ｙ-○北 ngo bo nyid kyis myong bar’gyur zhes bya ba ni nyams su myong
 

ba’i mtshan nyid kyi ngo bo nyid kyis myong bar gyur ba ni ngo bo nyid
 

kyis myong bar’gyur（50a ）

○Ｓ ngo bo nyid kyis myong bar’gyur ba ni tshor ba rnams so zhes bya ba
 

ni/tshor ba bde ba myong na zhes ji skad du gsungs pas(stc.)lta bu ste/

ngo bo nyid kyis te/myong ba’i mtshan nyid kyis myong bar’gyur ba ni
 

ngo bo nyid kyis myong bar’gyur ba（175a ）

○Ｐ ngo bo nyid kyis myong bar’gyur ba ni tshor ba rnams so zhes bya ba
 

ni/bde ba bde ba myong na zhes ji skad du gsungs pa lta bu ste/ngo bo

 

nyid kyis te/myong ba’i mtshan nyid kyis myong bar’gyur ba ni ngo bo
 

nyid kyis myong bar’gyur ba（56a ）

100Ⓐsesasya tu bhavanamargasyaparipurnasvabhavaphalatvacca（664-2，

233-1～2）

○北 lhag ma bsgom pa’i lam ni rang bzhin dang’bras bu yongs su ma rdzogs
 

pa can nyid kyi phyir（227a）

○真 未圓滿自性果 （239a）

○Ｙ aparipurnasvabhavaphalatvat（664-6）

○Ｙ-○北 rang bzhin dang ’bras bu yongs su ma rdzogs pa（56b）

○Ｓ rang bzhin dang’bras bu yongs su ma rdzogs pa can nyid kyi phyir zhes
 

bya ba（179a ）

○Ｐ rang bzhin dang’bras bu yongs su ma rdzogs pa can nyid kyi phyir zhes
 

bya ba（60a）

101Ⓐ santanata etad vyavasthapitam,na svabhavatah（669-11～12，235-12）

○北’di ni rgyu kyi sgo nas rnam par bzhag gi ngo bo nyid kyi sgo nas ni ma
 

yin（229b ）

○玄 此黑白名依相續立非據自性（83c ）

○真 須約相續不得約性（239c）

○順 此黑白名依相續立非據自性（573b ）

102Ⓐ na hi tasya svabhavaprahanam（671-10，236-11）

○北 de’i rang gi ngo bo ni spong ba ma yin（230a）

○玄 諸善法非自性 （83c ）

○真 此善非自性滅（239c ）

○Ｙ na hi tasya svabhavaprahanam iti（671-6，398-24）

○Ｙ-○北 de’i rang gi ngo bo ni spong ba ma yin te/zhes bya ba（56a）

○Ｓ rang gi ngo bo ni spong ba ni mi(sic.)yin（181b）

○Ｐ de’i rang gi ngo bo ni spong ba ma yin te zhes bya ba（63b）

○順 諸善法非自性 （573c ）
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103Ⓐkayavakkarmanıvirahitasvabhavam（673-3，237-5）

○北 lus dang ngag gi las dag ni spong ba’i rang bzhin yin（230b）

○玄 身語業是遠離體（84a ）

○真 此身口二業離 爲性（240a ）

○Ｓ spong ba’i rang bzhin zhes bya ba（182b）

○Ｐ spong ba’i rang bzhin zhes bya ba（64a）

104Ⓐ akarmasvabhavam apy asti trividho manoduscaritam（674-5，237-17）

○北 las kyi rang bzhin ma yin pa yang yid kyi nyes par spyod pa rnam pa
 

gsum yod（231a ）

○真 有 行非業性謂三意 行別類（240a ）

105Ⓐakusalah sat karmapatha avasyam avijnaptisvabhavah(676-3，238-

15）

○北 mi dge ba’i las kyi lam drug po…gdon mi za bar rnam par rig byed ma
 

yin pa’i rang bzhin dag yin（232a ）

○玄 六定有無表（84c）

○真 唯六不善業道定以無敎爲性（240b ）

106Ⓐ kamamithyacaro nityamvijnaptyavijnaptisvabhavah（676-6，238-15）

○北’dod pas log par g-yem pa…rtag tu rnam par rig byed dang rnam par rig
 

byed ma yin pa’i rang bzhin yin（232a ）

○玄 唯欲邪行必具二種（84c ）

○真 邪婬恒以有敎無敎爲性（240b ）

107Ⓐ karmapathasamantakas tu vijnaptisvabhavaavasyam（677-3，239-5）

○北 las kyi lam nyer sdogs rnams ni gdon mi za bar rnam par rig byed kyi
 

rang bzhin ni yin（232a-232b）

○玄 業道加行必定有表（84c ）

○真 業道前方便必有敎爲性（240c ）

108Ⓐ tani avasyam avijnaptisvabhavani（677-8～9，239-11）

○北 de dag ni gdon mi za bar rnam par rig byed kyi rang bzhin ni ma yin

（232b ）

○玄 定有無表（84c ）

○真 此後分定必無敎爲性（240c）

109Ⓐkim svabhavah kusalamulasamucchedah?（701-1，250-8）

○北 dge’ba’i rtsa ba kun du’chad pa’i rang bzhin ji lta bu zhig yin zhe na

（242b）

○玄 此善根 其體是何（89b ）

○真 此 善根體相云何（244a ）

110Ⓐ adhipatiphalam-svabhavad anye sarvasamskarah purvotpannavar-

jyah（715-4，255-21）

○北 bdag po’i’bras bu ni sngar byung ba rnams ma gtogs pa rang gi ngo bo
 

las gzhan pa’i’du byed thams cad（278a）

○玄 上果者謂離自性餘有爲法（91b）

○真 上果者離自性 餘有爲法（246a）

○Ｙ adhipatiphalam/svabhavad anye sarve samskrta purvotpannavarjyah

（715-11，421-21～22）

○Ｙ-○北 bdag po’i’bras bu ni sngar byung ba ma gtogs pa rang gi ngo bo las
 

gzhan pa’i’dus byed thams cad（78b-79a）

○Ｓ bdag po’i’bras bu sngar byung ba ma gtogs pa rang gi ngo bo las gzhan
 

pa’i’du byed thams cad（205b ）

○Ｐ bdag po’i’bras bu sngar byung ba ma gtogs pa rang gi ngo bo las gzhan
 

pa’i’du byed thams cad（85b）

○順 上果者謂離自性餘有爲法（584b ）

111Ⓐ tesamkahsvabhavah?（722-7，259-5）

○北 de dag gi rang bzhin ci zhe na（250b）
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○玄 其體是何（92b ）

○真體性云何（247a ）

○順 其體是何（586a ）

112Ⓐkim svabhavani?（725-7，260-13）

○北 rang bzhin ci zhe na（252a）

○玄 其體是何（93a）

○真體性云何（247b ）

○順 其體是何（586c ）

113Ⓐsanghabhedas tv asamagrısvabhavo viprayuktah（725-11，260-19）

○北 dge’dun dbyen ni mi’phrod pa’i//rang bzhin ldan pa ma yin chos//

（252a）

○玄 破體是不和合性（93b）

○真 破非和合性非相應法（247b ）

○Ｙ“sanghabhedas tv asamagrı” iti/mukhyavrttya vaibhasikanam

dravyasatta/tenaha- “svabhavo ’pi  viprayuktah/aklistavyakrto

dharmah”iti（725-18～726-1，427-10～11）

○Ｙ-○北’de’dun dbyen ni mi’phrod pa’i zhes bya ba ni bye brag tu smra ba
 

rnams kyis ltar na dngos kyi tshul du rdzas su yod pa yin no//de’i phyir
 

rang bzhin ldan pa ma yin chos//（84b）

○順 破體是不和合性（587b ）

114Ⓐ tac caitad danamayampunyakriyavastumahabhogyapham/svabhave
 

caisa mayad veditavyah/tad yatha-trnamayam grham, parnamayam

bhajanam iti（741-10～11，268-19～20）

○北 sbyin pa las byung ba’i bsod nams bya ba’i gzhi gang yin pa de ni’bras
 

bu longs spyod chen po can yin te/byung ba zhes bya ba’di ni rang bzhin
 

yin par rig par bya ste/dper na rtswa las byung ba’i khyim dang/lo ma
 

las byung ba’i snod ces bya ba bzhin（259a ）

○玄 應知如是施類福業事能招當現大財富爲果言施類福者顯施爲體義如葉類器草類

舎等（95c -96a）

○真 是施性福業類能得大富 果報（250a ）

○Ｙ svabhave caisamayad iti/na vikaradisu/tad yatha trnamayamgrham

iti/na trnanam vikaro ’sti/tais tu nivikarair eva tatkrtam ity atas
 

trnamayamtrnasvabhavam tad iti gamyate（741-5～7，434-4～6）

○Ｙ-○北 byung ba zhes bya ba’di ni rang bzhin yin zhes bya ba ni gyur pa la
 

sogs pa ma yin po’o//dper na rtsa las byung ba’i khyim zhes bya ba ni
 

rtsa las gyur pa med kyi/de dag ma gyur pa kho nas de byas pa yin pas
 

de’i phyir rtsa las byung ba de ni rtsa’i ngo bo nyid yin no zhes bya bar
 

shes（91b ）

○順 言施類福者顯施爲體義如泥類器木類柱等（592b ）

115Ⓐkimidamsamahitamnama?samadhisvabhavamsahabhuyat（751-1，

273-24）

○北 ting nge’dzin pa’i rang bzhin dang/de dang lhan cig’byung ba gang yin
 

pa（263a）

○玄 言等引善其體是何謂三摩地自性倶有（97c ）

○真 寂靜者何法業與定地自性法倶起（251c ）

○Ｙ samadhisvabhavam sahabhu yad iti/samadisvabhavam tena ca saha
 

bhavati yad ity arthah（541-3，437-21～22）

○Ｙ-○北 ting nge’dzin kyi rang bzhin dang/de dang lhan cig ’byung ba gang
 

yin pa’o zhes bya ba ni ting nge’dzin gyi ngo bo nyid dang/de dang lham
 

cig ’byung ba gang yin pa’o zhes bya ba’i tha tshig（95a ）

○Ｓ ting nge’dzin gyi rang bzhin dang de dang lhan cig ’byung ba gang yin
 

pa’o zhes bya ba（225b ）

○順 等引善者謂於定中等持自性及彼倶有（594b ）

116Ⓐ ka esam svabhavah（753-11，275-1）

○北’di dag gi rang bzhin ci zhe na（246a）

○玄自體云何（98a ）

○真體相云何（252b）
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○順自體云何（595c）

117Ⓐ tani pancaskandhasvabhavani（754-1，275-6）

○北 de dag ni phung po lnga’i rang bzhin yin（264a）

○玄 五蘊爲體（98a ）

○真 五陰爲性（252b）

○Ｙ pancaskandhasvabhavanıti（754-4，439-19）

○Ｙ-○北 phung po lnga’i rang bzhin no zhes bya ba（97a）

○順 五蘊爲體（595c）

Chap.V

118Ⓐ panca drstisvabhavah-satkayadrstih, antagrahadrstih,mithyadrstih,

drstiparamarsah,sılavrataparamarsasca（765-10～11，279-17～18）

○北 lta ba’i rang bzhin lnga ni’jig tshogs la lta ba dang/mthar’dzin par lta
 

ba dang/log par lta ba dang/lta ba mchog tu’dzin pa dang/tshul khrims
 

dang brtul zhugs mchog tu’dzin pa（266b）

○玄 五是見性一有身見二辺執見三邪見四見取五戒禁取（99b ）

○真 五以見爲自性謂身見辺見邪見見取戒執取（253b ）

○順 五是見性一有身見二辺執見三邪見四見取五戒禁取（601a ）

119Ⓐ yathadrstisvabhavah-ragah,pratighah,manahavidya,viciktsa（765-

12，279-19）

○北 lta ba’i rang bzhin ma yin pa lnga ni’dod chags dang/khong khrob
 

dang/nga rgyal dang/ma rig pa dang/the tshom（266b）

○玄 五非見性一貪二瞋三慢四無明五疑（99b ）

○真 五以非見性爲謂欲瞋慢無明疑（253b ）

○順 五非見性一貪二瞋三慢四無明五疑（601a ）

120Ⓐdrstayah panca namato nirdistah,na tu svabhavatah, tat kas tasam

svabhavah?（772-3，281-17）

○北 lta ba lnga ming gi sgo nas bstan gyi/rang gi ngo bo’i sgo nas ni ma

 

bstan pas’di dag gi rang gi ngo bo ci zhe na（268a）

○玄 名先已列自體如何（99c ）

○真 此五見由名已 不由自性彼自性如何（253c ）

○順 名先已列自體如何（605c ）

121Ⓐ sarvaiva hi viparıtasvabhavapravrttadrstirmithyadrstih（772-15，282

-5）

○北 log par zhugs pa’i lta thams cad log par lta ba yin（268b）

○玄 一切妄見皆顚倒轉（100a ）

○真 一切見皆 理 悉是邪見（254a ）

○Ｙ sarvaiva hi viparıtadrstisvabhavapravrtta drstir mithyadrstih（772-

10～11，450-12）

○Ｙ-○北 log par zhugs pa’i lta thams cad log par lta ba yin（107b ）

122Ⓐ etad vipariyasacatuskamkim svabhavam?（777-3，283-7）

○北 phyin ci log bzhi chan (sic.)’di’i rang bzhin ci zhe na（270a ）

○玄 如是四倒其體云何（109b ）

○真 此四種顚到體相云何（254b ）

○順 如是四倒其體云何（607b ）

123Ⓐ tenaiva svabhavena sato dharmasya katham idamsiddhyaty ajata iti
 

yo vinasta iti veti（810-11，298-15）

○北 chos de’i rang gi ngo bo kho nar yod na ji ltar na ma skyes pa zhes bya
 

ba’am/zhig pa zhes bya ba’di’grub par’grur（282a ）

○玄 謂有爲法體實恒有如何可得成未已生已滅（105a ）

○真 若法由自體實有此言云何成謂此法未生此法已滅（258b -c）

○Ｙ tenaivatmaneti/yahpratyutpannasya svabhavas tenety arthah（810-

3，472-13）

○Ｙ-○北 de’i bdag nyid kho nar zhes bya ba ni da ltar byung ba’i ngo bo
 

nyid gang yin pa de kho na bzhin du zhes bya ba’i tha tshig（131b ）
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124Ⓐsvabhavah sarvada casti bhavo nityasca nesyate/na ca svabhavad
 

bhavo’nyo vyaktam ısvaracestitam//（811-1～2，298-21～22）

○北 rang bzhin yang ni rtag tu yod//dngos po yang ni rtag mi’dod//rang
 

bzhin las kyang dngos mi gzhan//dbang phyug tha snyad yin par gsal//

（282a）

○玄 許法體恒有而 性非常性體復無別此眞自在作（105b ）

○真 法體性恒有而不許法常有法不異性是眞自在事（258c ）

○Ｙ svabhavah sarvada castıti/yad rupadeh svalaksanam, tat sarvasmin
 

kale vidyata itısyate/yadi rupadehsvabhavahsarvadasti,tena rupadib-

havo nityatah prapnoti? ata aha-bhavo nityas ca nesyate/evam sati
 

tasmat svabhavad bhavo nunam anya iti?ata aha-na ca svabhavad
 

bhavo ’nya iti/tad idam icchamatratvat vyaktam ısvaracestam/natra
 

yuktir asti/（811-3～8，472-25～33）

○Ｙ-○北 rang bzhin yang ni rtag tu yod ces bya ba ni gzugs la sogs pa’i rang
 

gi mtshan nyid de dus thams cad na yod do zhes bya bor’dod do//gal te
 

gzugs la sogs pa’i ngo bo nyid dus thams cad du yod na des na gzugs la
 

sogs pa’i dngos po rtag par thar bar’gyur ro zhe na/de’i phyir smras pa/

dngos po yang ni rtag mi’dod/de lta yin ma gdon mi za bar rang bzhin
 

las dngos po gzhan yin no zhe na/de’i phyir rang bzhin las kyang dngos
 

gzhan zhes smras so//de lta bas na’di ni’dod rgyal tsam du zad pa’i
 

phyir/dbang phyug tha snyad yin par gsal te rig pa ni med（132a ）

○Ｓ gzugs la sogs pa’i rang gi mtshan nyid gang yin pa de ni dus thams cad
 

na yod par’dod do//de lta na’o na gzugs la sogs pa’i dngos po thams cad
 

kyi tshe yod pa’i phyir rtag par thar bar’gyur ro zhe na/de’i phyir smras
 

pa/dngos po yang ni rtag mi’dod/de lta na yang rang bzhin las dngos po
 

gzhan du thal lo zhe na/de’i phyir rang bzhin las kyang dngos mi gzhan
 

zhes bya ba smras so//dbang phyug tha snyad yin par gsal zhes bya ba
 

ni/’jig rten na rigs pa la bltos par’dod rgyal tsam du zad pa’i phyir（277

a ）

○Ｐ rang bzhin yang ni rtag tu yod/ces bya ba ste/gzugs la sogs(sic.)rang

 

gi mtshan nyid gang yin pa de ni dus thams cad na yod par’dod do//de
 

lta na’o na gzugs la sogs pa’i dngos po thams cad kyi tshe yod pa’i phyir
 

rtag par thal bar’gyur ro zhe na/de’i phyir smras ba/dngos po yang ni
 

rtag mi’dod/de lta na yang rang bzhin las dngos po gzhan du thal lo zhe
 

na/de’i phyir rang bzhin las kyang dngos min gzhan zhes bya ba smras
 

so//dbang phyug tha snyad yin par gsal/zhes bya ba ni’jig rten na rigs
 

pa la mi ltos par’dod rgyal tsam du zad pa’i phyir（145a ）

○順 許法體恒有而 性非常性體復無別此眞自在作（633c ）

125Ⓐ anyathasvena bhavena vidyamanam atıtamna sidhyet(812-6，299-13）

○北 de lta ma yin te/rang gi ngo bo kho nar yod na’das/par’grub par mi

’gyur（282b ）

○玄 若不爾者彼過去業現實有性過去豈成（105b ）

○真 若不爾此業由自體性有則不成過去（258c ）

○Ｙ anyatha hi svena bhavena vidyamanam atıtam na sidhyed iti/svalak-

sanena vidyamanam tat karma pratyutpannalaksanena vidyamanam

atıtam iti na siddhyet（812-19～20，473-28～29）

○Ｙ-○北 de lta ma yin te rang gi ngo bo kho nar yod na’das pa’grub par mi

’gyur ro zhes bya ba smos te/las de rang gi mtshan nyid du yod cing da
 

ltar byung ba’i mtshan nyid du yod na/’das pa zhes bya ba’grub par mi

’gyur（133a）

○Ｓ rang gi ngo bo kho nar yod na zhes bya ba la sogs pa la/las de rang gi
 

mtshan nyid kyis yod na ni da ltar byung ba ji lta ba bzhin yin pas’das
 

pa’grub par mi’gyur（279a ）

○Ｐ rang gi ngo bo kho nar yod na zhes bya ba la sogs pa la/las de rang gi
 

mtshan nyid kyis yod na ni da ltar’byung ba ji lta ba bzhin yin pas’das
 

pa’grub par mi’gyur（146b ）

126Ⓐsvabhavavisesanamcet siddham abhutvabhavanam（817-10，301-5）

○北 gal te rang gi ngo bo’i khyad par zhig yin no zhe na ni ma byung ba las

’byung ba grub pa yin（284b ）
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○玄 若謂但令體有差別本無今有其理自成（106a ）

○真 若汝執自性差別是因功能未有有此義亦自然成（259b ）

○Ｙ svabhavavisesanam cet/yadi manyase-hetuna svabhavo’sya phalasya
 

visesyate, tena phalavisesanam bhavati? atra brumah-siddham ab-

hutvabhavanam iti/siddham abhutvavisesanasyabhavanam＝pradurb-

hava iti（817-16～818-2，476-30～477-1）

○Ｙ-○北 gal te rang gi ngo bo’i khyad par zhig yin no zhe na zhes bya la ni
 

gal te rgyus’bras bu’di’i rang gi ngo bo khyad par du byed de des na’bras
 

bu’i khyad par yin no snyam du sems na’dir ma byung ba las’byung ba

’grub pa yin no zhes smras te khyad par ma byung ba las’byung zhing
 

skye’o zhes bya bar grub pa yin（136a ）

○Ｓ gal te rang gi ngo bo’i khyad par zhig ces bya ba la/da ltar byed pa’i
 

rang bzhin sngar da ltar byung la ma yin pa da ltar byung bar byed pa
 

yin pa de lta na las kyis nus pa grub pas/ma byung ba las byung ba zhes
 

bya ba grub（286b）

○Ｐ gal te rang gi ngo bo’i khyad par zhig ces bya ba la/da ltar ba byed pas
 

de la las kyis nus pa yod pa yin no zhe na/khyad par de sngar med pas
 

ma byung ba las byung la grub pa yin（150a）

127Ⓐ ete ca dve paramarsasvabhave（838-5，309-16）

○北’di gnyis ni mchog tu’dzin pa’i rang bzhin yin（290a）

○玄 二等能取（108c ）

○真 以能取爲性（262a ）

128Ⓐ yaeva darsanaheyaprahanasvabhavah（863-5，323-8）

○北 mthong pas spang bar bya ba spangs pa’i rang bzhin gang dag yin pa

（299b）

○玄 見 法（112b ）

○真 見諦 滅惑滅爲性（265a ）

129Ⓐmauladhyanaphalampanca parijnayaruparupyavacaraklesaprahana-

svabhavah（836-11～12，323-16）

○北 bsam gtan dngos gzhi’i’bras bu yongs su shes pa lnga ste gzugs dang
 

gzugs med pa na spyod pa’i nyon mongs pa spangs pa’i rang bzhin gang
 

dag yin pa（299b-300a）

○玄 根本地唯永 色無色攝煩 等（112b -c）

○真 根本定果有五謂色無色界相應惑滅離爲性（265a -b）

○Ｙ tas ca ruparupyavacaradarsanaheyaprahanasvabhavayathoktasita-

srahparijnah（865-2～3，508-7～8）

○Ｙ-○北 de dag kyang gzugs dang gzugs pa med pa na spyod pa’i mthong
 

bas spangs bar bya ba spangs pa’i ngo bo nyid kyis yongs su shes pa ji
 

skad bshad pa gsum（167b ）

○Ｓ gzugs dang gzugs med pa na spyod pa’i nyong mongs pa spang (sic.)ba’i
 

rang bzhin gang dag yin pa’o/zhes bya ba（327b）

○Ｐ gzugs dang gzugs med pa spyod pa’i nyong mongs pa spangs pa’i rang
 

bzhin gang yin pa’o//zhes bya ba（176b ）

Chap.VI

130Ⓐ svabhavas tu yatha purvam uktas tathaiveti pradarsanarthas
 

tathasabdah（872-9，327-17）

○北 de bzhin no zhes bya ba’i sgra ni rang gi ngo bo ni sngar ji skad bshad
 

pa de kho na bzhin no//zhes rab tu bstan par bya ba’i phyir（2b ）

○玄 如先 辯爲顯體同彼故 亦然聲（113c ）

○真 如前 四諦體性今亦爾爲顯此義故（266b ）

○Ｓ rang gi ngo bo sngar ji skad bshad pa de kho na bzhin no zhes bya ba

（335b）

○Ｐ rang gi ngo bo sngar ji skad bshad pa de kho na bzhin no zhes bya ba

（181b-182a）

131Ⓐ yadavedanaikadeso duhkhasvabhavah（875-4，378-24）
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○北 gang gi tshe tshor ba’i phyogs gcig sdug bsngal gyi rang bzhin（3b ）

○玄 一分是苦自體（114b）

○真 一分是苦自性（266c）

○Ｙ yada vedaikadeso duhkhasvabhava iti/vedanaskandhaikadeso duhk-

hadaurmanasyasvabhavah（875-4～5，515-22～23）

○Ｙ-○北 gang gi tshe tshor ba’i phyogs gcig sdug bsngal gyi rang bzhin yin
 

pa zhes bya ba ni tshor ba’i phung po’i phyogs gcig po sdug bsngal dang/

yid mi bde ba’i ngo bo nyid（174a）

○Ｐ gal te tshor ba’i phyogs gcig sdug bsngal gyi rang bzhin yin pa zhes bya
 

ba ni/tshor ba’i phung po’i phyogs gcig sdug bsngal dang yid mi bde ba’i
 

mtshan nyid（184a）

○順 一分是苦自體（661c ）

132Ⓐduhkhayahduhkhasvabhavenaivaduhkhata（876-3，379-7）

○北 sdug bsngal ni sdug bsngal gyi rang gi ngo bo kha nas sdug bsngal ba
 

nyid（4a）

○玄 諸苦受由體成苦性（114b ）

○真 苦受由性故苦（266c ）

○Ｙ duhkhasvabhavenaiveti/upaghatasvabhavenety arthah（876-7，516-4）

○Ｙ-○北 sdug bsngal gyi ngo bo kho nas zhes bya ba ni gnod pa’i ngo bo nyid
 

kho nas zhes bya ba’i tha tshig（174b）

○Ｓ sdug bsngal kho na sdug bsngal nyid yin pa ni sdug bsngal gyi sdug
 

bsngal nyid de/rang gi ngo bo kho nas sdug bsngal zhes bya ba’i tha
 

tshig（338a ）

○Ｐ sdug bsngal kho na sdug bsngal nyid yin pa ni sdug bsngal gyi sdug
 

bsngal nyid de’i rang gi ngo bo kha nas sdug bsngal zhes bya ba’i tha
 

tshig（184a ）

133Ⓐ katham idanımsukhasvabhavamvedanamduhkhatahpasyanti?（878

-9～879-1，330-2）

○北 da ni ji ltar bde ba’i rang bzhin gyi tshor ba rnams la sdug bsngal du lta

 

zhe na（4b）

○玄 如何亦 受爲苦（114c ）

○真 云何苦相 喜 自性受爲苦（267a ）

○Ｙ katham idanım sukhasvabhavam iti/katham aduhkhasvabhavam

vedanamduhkhatahpasyanti（878-20～879-1，517-30～31）

○Ｙ-○北 da ni ji ltar bde ba’i rang bzhin gyi zhes bya ba ni ji ltar sdug bsngal
 

gyi rang bzhin ma yin pa’i tshor ba rnams la sdug bsngal zhes bya ba yin

（177a）

134Ⓐ yadi ca svabhavata eva sarvamveditavyamduhkhamabhavisyat（881

-12，331-31）

○北 gal te tshor ba thams cad rang bzhin gyis sdug bsngal ba zhig yin par
 

gyur na（6a）

○玄 若由自相 受皆苦（115a ）

○真 若由自性一切受皆是苦（267c）

○Ｓ gal te thams cad rang bzhin gyis sdug bsngal ba zhig yin par gyur na
 

ni zhes bya ba（342b）

○Ｐ gal te thams cad rang bzhin gyis sdug bsngal ba zhig yin par gyur na
 

ni zhes bya ba（188a）

○順 若受自性實皆苦（663b ）

135Ⓐ tasmat santy eva svabhavatas tisro vedanah（882-3，331-31）

○北 de lta bas na tshor ba gsum ni rang gi ngo bos yod（6a6-7）

○玄 由自相實有三受（115b）

○真 是故由體性實有三受（267c ）

○Ｙ tasmat santy eva svabhavatas tisro vedanah（881-8，519-21）

○Ｙ-○北 de lta bas na tshor ba gsum ni rang gi ngo bos yod（179a ）

136Ⓐsuktatvam ca svabhavato manapatvad（882-6，331-16）

○北 rang gi ngo bos yid du’ong ba’i phyir ni bde ba nyid（6a）

○玄 此 受依自相門是可愛故（115b ）
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○真 有 性由自性是 愛故（267c ）

○Ｐ de’i rang gi ngo bo yid du mi’ong ba yin（187b）

137Ⓐ katham idammanyate-svabhavatah sa sukheti?（882-10，331-19）

○北 de rang gi ngo bos bde zhes bya ba’di ji ltar khong du chu ce na（6b ）

○玄 如何知此自相是 （115b ）

○真 云何得知此受自性故 （267c ）

○Ｓ ’di ci ltar rtogs par bya zhe na/rang gi ngo bo’i sgo nas de bde la zhes
 

bya（343a）

○Ｐ de rang gi ngo bos bde zhes bya ba’di ji ltar khong du chud ce na zhes
 

bya ba（188b ）

138Ⓐ yadi tu svabhavata eva sarvamveditamduhkhamabhavisyat（883-3，

331-25）

○北 gal te tshor ba thams cad rang gi ngo bo kho nas sdug bsngal ba yin par
 

gyur na（6b）

○玄 若受自相実皆苦（115b ）

○真 若由自性一切受皆苦（267c ）

139Ⓐ rupasya svabhave buddhir bhavaty eva（890-8，334-10）

○北 gzugs kyi rang bzhin gyi blo’jug pa nyid（9b）

○玄 彼覺恒有（116b ）

○真 由智（268c ）

○Ｙ vedanasvabhave buddhir bhavatıti/dravyasatıvedana（890-10，524-

19～20）

○Ｙ-○北 tshor ba’i ngo bo nyid kyis(sic.)blo byung bas tshor ba ni rdzas su
 

yod pa yin（185a）

○Ｓ tshor ba la sogs pa’i rang bzhin gyi blo’jug pas na（347b）

○Ｐ tshor ba’i rang bzhin gyi blo’gyur bas tshor ba ni rdzas su yod pa yin

（192b）

140Ⓐkahpunar anayor alyecchatasantustayohsvabhavah?（893-10，336-4）

○北’dod chen chung ba dang/chog shes pa’di gnyis kyi rang bzhin ci zhe na

（10a）

○真 知足少欲自性云何（264b ）

141Ⓐ alobhasvabhave hy ete（893-13，236-6）

○北’di dag ni ma chags pa’i rang bzhin dag yin（10b ）

○玄 喜足少欲體是無貪（117a ）

○真 無貪善根爲性（269b ）

○Ｙ lobhakusasvabhavatvat（893-4，525-23～24）

○Ｙ-○北 chags pa ni mi dge ba’i rang bzhin yin pa’i phyir（185b ）

○Ｓ ma chags pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（349b8-350a）

○Ｐ ma chags pa’i dge ba’i rtsa ba’i rang bzhin yin pa’i phyir（194a）

142Ⓐ te’pi alobhasvabhavah（893-15～16，336-9）

○北 de dag kyang ma chags pa’i rang bzhin yin（10a）

○玄 四聖種體亦是無貪（117a ）

○真 是聖種已無貪爲性（269b ）

○Ｓ ma chags pa’i rang bzhin te’di dag’phags pa’i rigs yin pa’i phyir（350

a ）

143Ⓐ tesam tustyatmakas trayah//santustasvabhavah（893-17～18，236-

10～11）

○北 de dag las gsum ni chag shes bdag nyid do//…chag shes pa’i rang bzhin
 

dag yin（10a）

○玄 四中前三體唯喜足（117a ）

○真 前三知足體…此三知足（269b ）

○Ｙ sa na santustisvabhaveti（893-4，525-25）

○Ｙ-○北 de ni chag shes pa’i ngo bo nyid ma yin pas（185b）

○Ｓ rang po gsum chag shes pa la sogs pa’i rang bzhin（350a）
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144Ⓐ caturtham aryavamsahkatham alobhasvabhavah?（893-19，338-21）

○北’phags pa’i rigs bzhi…ji ltar na ma chags pa’i rang bzhin yin zhe na（10

a-10b）

○玄 如何亦用無貪爲體（117b ）

○真 云何此第四以無貪爲性（269b ）

○Ｙ kathamcaturtha’py ayam aryavamsobhavaty alobhasvabhavah?（893

-5～6，525-26）

○Ｙ-○北 ji ltar na’phags pa’di rigs bzhi pa ’di yang ma chags pa’i rang
 

bzhin yin zhe na（185b ）

145Ⓐkim svabhaveyam asubha? kim bhumika? kim alamlana? ka
 

cotpadyate?（897-6，338-21）

○北 mi sdug pa’di’i rang bzhin ci zhig yin/sa ni du zhig yin/dmigs pa ni ci
 

zhig yin/gang du ni skyed par byed ce na（12a）

○玄 此不淨 何性幾地 何境何處生（117c ）

○真 此不淨 何法爲性幾地何法爲境何處得生（270a ）

○順 此不淨 何性幾地 何境何生（672b）

146Ⓐ alobhasvabhava（897-9，338-24）

○北 rang bzhin ni ma chags pa（12a）

○玄 無貪爲性（117c ）

○真 無貪爲性（270a ）

○Ｓ rang bzhin ni ma chags pa’o zhes bya ba（352a）

○順 以無貪爲性（672b ）

147Ⓐ saiva prajnasvabhava（898-7，339-8）

○北 de ni shes rab kyi rang bzhin yin（12a7）

○玄 以慧爲性（118a ）

○真 以智慧爲性（270b ）

○Ｙ kayasmrtyupasthanadıniprajnasvabhavani（898-4，527-17）

○Ｙ-○北 shes rab kyi rang bzhin yin pa（188a）

○Ｓ shes rab kyi rang bzhin yin pas dran pa zhes bshad（353a）

○Ｐ dran pa shes rab kyi rang bzhin yin bzhin du（196b）

148Ⓐkayam svasamanyalaksanabhyam parıksate, vedanam cittam dhar-

mams ca/svabhava evaisam svalaksanam/samanyalaksanam tu
 

anityatasamskrtanam,duhkhatasasravanamsunyata’natmate sarvad-

harmanam（902-8～10，341-11～13）

○北 lus dang tshor ba dang/sems dang chos rnams la rang dang spyi’i
 

mtshan nyid dag tu yongs su brtags pa ste/de dag gi rang gi mtshan nyid
 

ni rang gi ngo bo’o//spyi’i mtshan nyid ni’dus byas rnams ni mi rtag
 

pa nyid dang/zag pa dang bcas pa rnams sdug bsngal ba nyid dang/chos
 

thams cad stong pa dang bdag med pa nyid dag（14a ）

○玄 以自共相 身受心法身受心法各別自性名爲自相一切有爲皆非常性一切有漏皆

是苦性及一切法空非我性名爲共相（118c ）

○真 先由別通相簡 身次簡 心受法別相者是各各自性通相者譬如一切有爲以無常

爲相一切有流以苦爲相一切法以無我空爲相（271a ）

○Ｙ svabhava evaisamsvalaksanam iti（902-11，522-9）

○Ｙ-○北 de dag gi rang gi mtshan nyid rang gi ngo bo’o zhes bya ba(190a）

○Ｐ de dag gi rang gi mtshan nyid ni rang gi ngo bo’o zhes bya ba（198b）

149Ⓐ kayasya punahkahsvabhavah?bhutabhaitikatvam（902-11，341-16）

○北 lus kyi rang gi ngo bo ci zhe na/’byung ba dang ’byung ba las grub pa
 

nyid（14a）

○玄 身自性者大種造色（118c ）

○真 身有何別相四大四大 造爲相（271a ）

○Ｙ kahsvabhavahkayasya bhutabhautikatvam（902-10～11，529-9～10）

○Ｙ-○北 lus rang gi ngo bo ni’byung ba dang ’byun ba las gyur ba nyid

（190a）

○Ｓ chos gzhan las ldog pa’i rang bzhin du rtogs pa ni rang gi mtshan nyid
 

yongs su brtag go//rnam par phye ba de dag kho na’i thum mong pa’i
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rang bzhin du rtog pa spyi’i mtshan nyid du brtag go//lus kyi sgra ni
 

dbang po rnams la yang’jug pas de’i phyir lus kyi rang gi ngo bo ci zhe
 

na zhes bya ba smras so//yang na lus ni rdzas du ma’i bdag nyid yin pa’i
 

phyir rdzas gcig gi rang bzhin mi srid pas’dri ba ni rang bzhin spyi’i zhe
 

na zhes bya ba’o//’byung ba dang’byung ba las gyur la rnams zhes bya
 

ba la/’byung ba dang ’byung ba las gyur ba rnams tshogs pa ni lus zhes
 

bya ste/tshogs pa can las tha dad pa’i tshogs pa yod pa ma yin pas de’i
 

phyir’byung ba dang ’byung ba las gyur ba dag kho na’di’i rang bzhin
 

du bshad do//der yang lus kyi’byung ba las ni’byung ba las gyur ba’o//

’byung ba las gyur ba las kyang ’byung ba rnams te rang bzhin tha dad
 

pa rnams nye bar brtags te/de ltar rnam par phye lus yongs su shes pa’i
 

nges pa de ni rang gi mtshan nyid yongs su brtags pa（356a-356b）

150Ⓐsmrtyupasthananamkahsvabhavah?（903-1，341-16）

○北 dran pa nye bar bzhag pa rnams kyi rang bzhin ci zhe na（14a ）

○玄 何等名爲四念住體（118c ）

○真 念處復有何性（274a ）

151Ⓐ trividhas smrtyupasthanam svabhavasamsargalambanasmrtyupasth-

anam（903-1，341-16）

○北 dran pa nye bar gzhag pa ni rnam pa gsum ste/rang bzhin dang/’brel
 

ba dang/dmigs pa’i dran pa nye bar gzhag pa（14a）

○玄 此四念住體各有三自性相 （118c ）

○真 念有三謂自性念處相應念處境界念處（271a ）

152Ⓐsvabhavasmrtyupasthanamprajna（903-3～4，341-16～17）

○北 rang bzhin gyi dran pa nye bar gzhag pa shes rab（14a）

○玄自性念住以慧爲體（118c ）

○真自性念處者 日性慧（271a ）

○Ｙ svabhavasmrtyupasthanamprajneti（903-4，529-16～17）

○Ｙ-○北 rang bzhin gyi dran pa nye bar gzhag pa ni shes rab bo zhes bya ba

（190a ）

○Ｓ rang bzhin gyi dran pa nye bar gzhag pa ni shes rab ces bya ba（356b）

○Ｐ rang bzhin gyi dran pa nye bar gzhag pa yin par brjod（198b ）

○順自性念住以慧爲體（675c）

153Ⓐ ta eta usnagatadaya smrtyupasthanasvabhavatvat prajnatmaka

ucyante（912-3～4，345-6～7）

○北 dro bar gyur pa la sogs pa de dag ni dran pa nye bar gzhag pa’i rang
 

bzhin yin pa’i phyir shes rab kyi bdag nyid ces bya（16a ）

○玄 如是煖等四種善根念住性故皆慧爲體（119c ）

○真 是故暖等念處爲性故同是慧性（271c ）

154Ⓐ ete punar vihani-parihanıkim svabhave?（918-8，347-18）

○北 rnam par nyams pa dang yongs su nyams pa’di dag gi rang bzhin ci zhe
 

na（17b）

○真 如此違捨二退何法爲性（272c）

155Ⓐ ubhe apy ete asamanvagamasvabhave（918-10，347-20）

○北 nyams pa de gnyi ga yang mi ldan pa’i rang bzhin yin（17b4-5）

○玄 失退二捨非得爲性（120b ）

○真 此二退以非得爲性（272c）

○順 失退二捨非得爲性（682a ）

156Ⓐ ya ete darsanamargasvabhavah pancadasaksana uktah（932-7，353-

13）

○北 mthong pa’i lam gyi rang bzhin gyi skad cig ma bco lngar bshad pa
 

gang dag yin pa（21a）

○玄 依見道十五心位建立（122b ）

○真 是前 見道爲性十五刹那（274b ）

○Ｙ darsanamargasvabhavesupancadasasu ksanesu（935-1～2，548-29）

○Ｙ-○北 mthong pa’i lam ngo bo nyid kyi skad cig ma bco lnga la（211a
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-211b）

○Ｓ mthong pa’i lam gyi rang bzhin zhes bya ba（374b）

157Ⓐ tapunahsılasamadhiprajnasvabhavah（972-2，365-20）

○北 de dag ni tshul khrims dang ting nge’dzin dang shes rab kyi rang bzhin
 

dag yin（31a）

○玄 以戒定慧爲三自體（127a ）

○真 戒定慧爲性（278b）

○Ｙ tapunah sılasamadhiprajnasvabhava iti（972-10，573-29）

○Ｙ-○北 tshul khrims dang/ting nge’dzin dang/shes rab kyi rang bzhin yin
 

no zhes bya ba（238b）

○Ｐ tshul khrims dang ting nge’dzin dang/shes rab kyi rang bzhin dag yin
 

no zhes bya ba（233b-234a）

158Ⓐ prajnavıryasamadhisvabhava hi smrtyupasthanasamyakprahanard-

dhipadah（1017-8，383-14）

○北 dran pa nye bar gzhag pa dang/yang dag par rab tu’jug pa dang/rdzu

’phrul gyi skang pa rnams ni shes rab dang/brtson’grus dang/ting nge

’dzin gyi rang bzhin dag yin（44a ）

○玄 四念住…以慧爲體四正 …以勤爲體四神足…以定爲體（132b ）

○真 四念處正勤如意足智慧 進定爲自性（283c ）

○順 四念住…以慧爲體四正 …以勤爲體四神足…以定爲體（726c ）

159Ⓐprajnavıryasamadhisvabhavah smrtyupasthadayah（1018-8，384-1）

○北 dran pa nye bar gzhag pa la sogs pa ni shes rab dang brtson’grus dang/

ting nge’dzin gyi rang bzhin dag yin（44a-44b）

○玄 四念住等三品善法體（132b ）

○真 四念處等智慧 進定爲自性（283c ）

○Ｙ prajnadisvabhavah smrtyupasthanadaya iti（1018-12，601-22～23）

○Ｙ-○北 dran pa nye bar gzhag pa la sogs pa ni shes rab la sogs pa’i rang
 

bzhin yin no zhes（272a）

160Ⓐbuddhadharmasanghavetyaprasadahsraddhasvabhavah,aryakantani
 

ca sılani sılam iti dve dravye bhavatah（1026-2～3，384-6～7）

○北 sangs rgyas dang chos dang dge’dun la shes nas dad pa rnams ni dad pa’i
 

rang bzhin dag yin no//’phags pa dgyes pa’i tshul khrims rnams ni tshul
 

khrims yin pas rdzas gnyis（46b ）

○玄 佛等三種證淨以信爲體聖戒證淨以戒爲體故唯有二（133b ）

○真 佛法 正解淨信信爲自性是一法聖 愛戒是戒一法故約實物彼唯二物（284

c ）

○Ｓ’dir shes nas dad pa rnams ni dad pa’i rang bzhin yin pa nyid kyis yid
 

ched pa’i bdag nyid yin pa’i phyir（434a ）

○順 佛等三種證淨以信爲體聖戒證淨以戒爲體故唯有二（730c ）

Chap.VI

161Ⓐsvabhavapratipaksabhyamakarakaragocarat/

prayogakrtakrtyatvahetupacayatedasa//（1042-5～6 395-1～2）

○北 rang bzhin dang ni gnyen po dang//rnam pa spyod yul dang//sbyor
 

dang bya ba byas nyid dang//rgyu rgyas pa las bcu yin no//（51a ）

○玄 由自性對治行相行相境加行 因圓故建立十智（135b ）

○真 由自性對治行相行相境加行作事 因圓故 十（286c ）

○順 由自性對治行相行相境加行 因圓故建立十智（738c ）

162Ⓐsvabhavatah samvrtijnanam;aparamarthajnanatvat（1042-8、395-3）

○北 rang bzhin las ni kun rdzob shes pa ste/don dam pa mi shes pa’i phyir

（51a ）

○玄自性故立世俗智非勝義智爲自性故（135b ）

○真 由自性故安立世俗智非能知眞實義故（286c ）

○Ｙ svabhavatah samvrtijnanam iti svabhavena svabhavatah samvrtij-

nanam/samvrttau va jnanam samvrtijnanam/kasmat? ity aha-

aparamarthajnanatvad iti（1042-18～19、616-26～28）

○Ｙ-○北 rang bzhin las ni kun rdzob shes pa ste zhes bya ba ni rang bzhin las
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te/ngo bo nyid kyi(sic.)kun rdzob kyi shes pa yin no//yang na kun rdzob
 

la shes pa ste/ci’i phyir zhe na/don dam pa mi shes pa’i phyir（287a ）

○Ｓ rang bzhin las ni rang bzhin gyis so//kun rdzob shes pa ni kun rdzob
 

shes po’o//ji ltar zhe na/de’i phyir don dam pa mi shes pa’i phyir ro zhes
 

bya ba smos so//don dam pa’am don dam par mi shes pa ste/tha snyad
 

kyi bdag nyid yin pa’i phyir ro//de’i phyir rang bzhin las kun rdzob shes
 

pa de rnam par bzhag（448a ）

○Ｐ rang bzhin las ni rang bzhin gyis so//kun rdzob kyi shes pa ni kun
 

rdzob shes pa’o//ji ltar zhe na de’i phyir don dam pa mi shes pa’i phyir
 

ro zhes bya ba smos so//don dam pa’am don dam par mi shes pa ni kun
 

rdzob shes pa ste/tha snyod kui bdag nyid yin pa’i phyir ro//de’i phyir
 

rang bzhin las kun rdzob shes pa de rnam par bzhag（274a ）

○順 自性故立世俗智以世俗智爲自性（738c ）

163Ⓐ avimuktam klistam svabhavasantanavimutibhyam avimuktatvat

（1049-7～8、397-11）

○北 rnam par ma grol ba ni rang bzhin dang rgyud rnam par grol ba dag gis
 

rnam par ma grol ba’i phyir nyon mongs pa can yin（53a）

○玄 不解 心者謂染心自性相續不解 故（136a ）

○真 非解 心者是染汚心由自性解 相續解 解 故（287b ）

○Ｙ svabhavasantanavimuktibhyam avimuktatvad iti/

klesaih samprayogan na svabhavavimuktya vimuktah（1049-14～15、

621-4～6）

○Ｙ-○北 rang bzhin dang rgyud rnam par grol ba dag gis rnam par ma grol
 

ba’i phyir zhes bya ba ni nyon mongs pa dag dang mtshungs par ldan pa’i
 

phyir dang rang bzhin rnam par grol bas kyang rnam par grol ba ma yin

（292a ）

○Ｓ rang bzhin dang rgyud rnam par grol ba dag gi(sic.)rnam par ma grol
 

ba’i phyir ro//sa zhes bya ba la(sic.)/nyon mongs pa can ni nyon mongs
 

pa dang mtshungs par ldan pa’i rang bzhin rnam par grol bas kyang
 

rnam par grol ba ma yin（453b ）

○Ｐ rang bzhin dang rgyud rnam par grol ba dag gyis rnam par ma grol ba’i
 

phyir zhes bya ba la/nyon mongs pa can ni nyon mongs pa’i (sic.)

mtshungs par ldan pa’i phyir rang bzhin rnam par grol bas kyang/rnam
 

par grol ba ma yin（279b ）

164Ⓐkim paracittajnanam paracittasyakaram alambanam va grhnati?na
 

grhnati/akaralambananirapeksamhi tad ruktam idamcittam iti janati/

na tv amusminrupe raktam iti janati/anyathahi tadrupabamlanam api
 

syat,tadalambanam ca paracittam grhnatah svabhavagrahanam prap-

nuyat/sarvam ca paracittajnanam dravyasvalaksanacittacaittaprat-

yutpannaparasantatikamarupapratisamyuktapratisamyuktavisayam

（1054-6～10、398-17～21）

○北 ci pha rol gyi sems shes pa pha rol gyi sems kyi rnam pa am dmigs pa

’dzin ce na/mi’dzin to//de’i rnam pa dang dmigs pa la mi bltos pa yin
 

te/sems’di chags pa yin no//zhes bya bar shes gyi gzugs che ge mo zhig
 

la chags so zhes bya ba mi shes so//de lta ma yin na/de gzugs la dmigs
 

par yang ’gyur la/de la dmigs pa’i pha rol gyi sems’dzin pa na rang gi
 

ngo bo’dzin par yang ’gyur ro//gzhan gyi sems shes pa thams cad ni
 

sems dang sems las byung ba dang/rdzas kyi rang gi mtshan nyid dang/

da ltar byung ba dang/pha rol gyi rgyu dang ’dod pa dang gzugs dang
 

ldan pa dang ldan pa ma yin pa’i yul can（54b-55a）

○玄 此 明他心智爲亦能取他心 及亦取他心能 行相不倶不能取知彼心時不

彼 能 行相故謂但知彼有染等心不知 染色等亦不知能 行相不爾他心智

應亦 色等又亦應有能自 失諸他心智有決定相謂唯能取欲色界 及非 他

相續中現在同類心心 法一實自相爲 境（136b -c）

○真 爲取他心行相爲取他心 境不取此二爲境不 行相境界起故但知此心有欲不

能知色等境是心生欲處若不爾此心則 色等爲境界若取他心 色等爲境他心智

應成取自性一切他心智知物別相謂心乃心法現世他相續欲色相應不相應爲境界

（287c -288a）

○Ｙ anyathahıti vistarah/yad yasmin vastuni rupadike raktam iti vijanıyat,

tad rupalambanam api syat/tathaca sati na tat paracittajnanam syat:
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rupalambanatvat/tadalambanam ca paracittam grhnatah svabhava-

grahanam prapnuyad iti/salambanaparacittagrahane hısyamane svat-

maparacittajnanena grhyeta（1054-13～17、624-13～16）

○Ｙ-○北 de lta ma yin na zhes bya ba rgyas par’byung ba ni gal te gzugs la
 

sogs pa’i dngos po che ge mo zhig la chags so zhes bya bar shes par gyur
 

na ni/de la gzugs la dmigs par yang ’gyur te/de lta yin na ni gzugs la
 

dmigs pa’i phyir de gzhan gyi sems shes pa yin par yang mi’gyur ro//

de la dmigs pa’i pha rol gyi sems’dzin pa na rang gi ngo bo’dzin par

’gyur ro zhes bya ba ni pha rol gyi sems dmigs pa dang bcas pa’dzin par

’dod na gzhan gyi sems shes pas rang gi bdag nyid’dzin par’gyur（296

b ）

○Ｓ rang gi ngo bor(sic.)’dzin par’gyur ro zhes bya ba ni/rang gi sems’dzin
 

par’gyur ro zhes bya ba’i tha tshig go/rang gi ngo bo’dzin pa ni mi rigs
 

te/rang gi bdag nyid la byed pa’gal ba’i phyir（458b ）

○Ｐ rang gi ngo bo’dzin par’gyur ro zhes bya ba ni/rang gi sems’dzin par

’gyur ro zhes bya ba’i tha tshig go//rang gi ngo bo’dzin pa ni mi rigs te/

rang gi bdag nyid la byed pa’gal ba’i phyir（283b）

165Ⓐsamvrtijnanam svasmat kalapad anyan sarvadharman anatmato
 

janıyat-sarvadharma anatmana iti/svabhavas tatsahabhuvas ca dhar-

mas tasya svakalapah（1066-12～1067-1、405-2～3）

○北 kun rdzob shes pas ni rang gi tshogs las gzhan pa’i chos thams cad ni
 

bdag med pa’o//zhes bdag med pa nyid du shes par’gyur ro//de’i rang
 

gi tshogs ni rang gi ngo bo dang de dang lhan cig tu ’byung ba’i chos
 

rnams yin（59a ）

○玄 以世俗智 一切法爲非我時 除自品自品謂自體相應倶有法（138a ）

○真 世俗智除自類初刹那一切餘法由無我相能解謂一切法無我是自體及自體共生諸

法名自類（289a ）

○Ｙ svatmani vrttivirodhat/na hi saivasidhara tayaiva chidyate/tasmat
 

tena samvrtijnanena svabhavo na grhyate（1067-5～7、631-6～8）

○Ｙ-○北 bdag nyid las (sic.)byed pa’gal bas…ral gri’i so de nyid kyis mi
 

gcod pa de’i phyir kun rdzob shes pa des rang gi ngo bo mi’dzin（304

a ）

○Ｓ ci’i phyir rang gi ngo bo mi’dzin zhe na/…rang gi bdag nyid la bya
 

ba’gal ba’i phyir sor mo’i rtse mo dang ral gri’i so ni de nyid kyis mi rig
 

cing mi gcod pa bzhin（469a ）

○Ｐ ci’i phyir rang gi ngo bo mi’dzin zhe na/…rang gi bdag nyid la bya
 

ba’gal ba’i phyir sor mo’i rtse mo dang ral gri’i so ni de nyid kyis mi rig
 

cing mi gcod pa bzhin（294a ）

○順 以世俗智 一切法爲非我時 除自品自品謂自體相應倶有法（742a -b）

166Ⓐsaparivaragrahanat kamarupacarani catuspancaskandhasvabhavani

（1072-12～13、407-17）

○北’khor dang bcas pa la sogs pa smos pa’i phyir/’dod pa dang gzugs na
 

spyod pa ni phung po bzhi dang lnga’i rang bzhin yin（61a ）

○玄 若 眷屬以欲四蘊色界五蘊爲其自性（138c ）

○真 由執此智共同類起於欲界色界四陰五陰爲自性（290a ）

○Ｙ catuhpancaskandhasvabhavanıti/kamavacaram anuparivartakarupab-

havac catuhskandhasvabhavam/vedana-samjna-samskara-vijnanas-

kandhasvabhavam ity arthah urdhvabhumikani tu pancasvabhavani-

dhyanasamvara-laksanarupaskandhasvabhavatvat（1072-16～1073-3、

634-19～23）

○Ｙ-○北 phung po bzhi dang lnga’i rang bzhin yin no zhes bya ba ni’dod pa
 

na spyod pa la rjes su’brang ba’i gzugs med pa’i phyir phung po bzhi’i
 

rang bzhin yin te/tshor ba dang/’du shes dang/’du byed dang/rnam par
 

shes pa’i phung po’i ngo bo nyid yin no zhes bya ba’i tha tshig go//sa
 

gong ma pa ni phung po lnga’i rang bzhin te/bsam gtan gyi sdom pa’i
 

mtshan nyid kyi gzugs kyi phung po yod pa’i phyir（307b ）

○Ｐ phung po bzhi dang lnga’i rang bzhin yin no zhes bya ba ni’dod pa na
 

spyod pa rjes su’brang ba’i gzugs med pa’i phyir phung po bzhi’i rang
 

bzhin no//gzugs na spyod pa ni bsam gtan gyi sdom pa’i gzugs yod pa’i
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phyir phung po lnga pa yin（297b-298a）

○順 若 隨行以欲四蘊色界五蘊爲其自性（743c ）

167Ⓐuktahsvabhavah（1087-8、412-10）

○北 rang bzhin bshad zin（64a）

○玄 巳弁自性（140c ）

○真 十智力性巳（291b ）

168Ⓐ tac caitat kayikam balam sarvasyaiva sprastavyayatanasvabhavam

mahabhutavisesaeva（1090-4～5、413-18）

○北 lus kui stobs de ni thams cad kyang reg bya’i skye mched kyi rang
 

bzhin’byung ba chen po’i khyad par kho na yin（65a ）

○玄 如是身力 處爲性（140c ）

○真 此身力應知 入爲自性（291c ）

○順 如是身力 處爲性（748b ）

169Ⓐsmrtiprajnatmakamtrayam//smrtisamprajanysvabhavanyetani trıni

smrtyupasthani（1093-1～2、413-17～18）

○北 dran pas shes rab bdag nyid gsum//dran pa nye bar gzhag pa gsum po

’di dag ni dran pa dang/shes bzhin gyi rang bzhin dag yin（65b）

○玄 此三皆用念慧爲體（141a ）

○真 三念念慧性釋曰此三念處念慧爲性（292a ）

○Ｙ smrtisamprajanyamiti/ubhayasvabhavam iti darsayati（1093-6、647

-20～21）

○Ｙ-○北 dran pa shes rab ces bya ba ni gnyi ga’i ngo bo nyid yin par ston

（322b）

○順 此三種體通念慧（749a ）

170Ⓐsvabhavatah;advesamohasvabhavatvat（1095-3、415-7）

○北 ngo bo nyid las ni zhe sdang med pa dang/gti mug med pa’i ngo bo nyid
 

yin pa’i phyir（65b-66a）

○玄 由自性無癡無瞋自性異故（141a ）

○真性差別由無瞋無癡爲性（292a ）

○Ｙ advesamohasvabhavatvad iti/yathakramam karunaya advesasvab-

havatvat, mahakarunayas camohasvabhavatvad ity arthah（1095-

14～15、648-32～33）

○Ｙ-○北 zhe sdang med pa dang gti mug med pa’i ngo bo nyid yin pa’i phyir
 

ro zhes bya ba ni go rim bzhin du snying rje ni zhe sdang med pa’i ngo
 

bo nyid yin pa’i phyir la/thugs rje chen po ni gti mug med pa’i ngo bo nyid
 

yin pa’i phyir（324a ）

○順 由自性無瞋無癡自性異故（749b ）

171Ⓐsamvrtijnanamamarana,ayam asyahsvabhavah（1100-8～9、417-6～7）

○北 nyon mongs pa med pa de ni kun rdzob shes//de’i rang bzhin’di yin（67

b）

○玄 此行但以俗智爲性（141c -142a）

○真 世俗智無諍釋日此是三摩提自性謂世俗智（293a ）

172Ⓐalamlanabhumisvabhavavisesastv asamprthag ucyate（1102-8、418-

11）

○北’di dag gi dmigs pa dang/sa dang rang gi ngo bo’i bye brag ni tha dad
 

par brjod（68a）

○真 此二同彼境界地自性差別 異彼（293a ）

○Ｓ dmigs pa dang sa dang rang gi ngo bo’i bye brag ces bya ba（497a ）

173Ⓐ navajnanasvabhavapratibhanapratisamvid（1106-6、419-1）

○北 spobs pa so so yang dag par rig pa ni shes pa dgu’i rang bzhin yin（68

b ）

○玄 辯無礙解九智 囁（142b）

○真 此解以九智爲性（293b）

○Ｙkathamnavajnanasvabhavapratibhanapratisamvit/yavagalambanasa
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duhkhasamudayadharmanvayaksayanutpadasamvrtijnanasvabhava,ya

margalambana sa margadharmanvayaksayanutpadaparacittasam-

vrtijnanasvabhava-ity abhisamasya navajnanasvabhavah（1103-6～9、

652-26～30）

○Ｙ-○北 ji ltar spobs pa so so yang dag par rig pa ni shes pa dgu’i rang bzhin
 

yin zhe na/ngag la dmigs pa gang yin pa de ni sdug bsngal dang/kun

’byung ba dang/chos dang rjes dang zad pa dang/mi skye ba dang/kun
 

rdzob shes pa’i rang bzhin yin la/lam la dmigs pa gang yin pa de ni lam
 

dang chus dang rjes dang zad pa dang/mi skye ba dang/kun rdzob pa
 

dang gzhan gyi sems shes pa’i rang bzhin yin pas mdor bsdu na zhes bya
 

ba dgu’i rang bzhin（328b ）

○Ｓ lam la dmigs pa gang yin pa de ni zad pa dang mi skye ba shes pa dang
 

chos dang rjes dang lam dang gzhan gyi sems dang/kun rdzob shes pa’i
 

rang bzhin yin（498a）

○Ｐ lam la dmigs pa gang yin pa de ni zad pa dang mi skye ba dang chos
 

dang rjes dang lam dang gzhan gyi sems dang kun rdzob shes pa’i rang
 

bzhin yin（316b）

○順 辯無礙解九智爲性（751c ）

174Ⓐ anye tu dve dharmaniruktipratisamvidosamvrtijnanasvabhave（1104

-4、419-10）

○北 yang dag par rig pa gnyis ni kun rdzub shes pa’i rang bzhin dag yin（68

b）

○玄 法詞二無礙解唯俗智囁（142a -b）

○真 餘法方言二無礙解以世俗智爲性（293b ）

○Ｙ samvrtijnanasvabhaveiti（1104-3、653-3～4）

○Ｙ-○北 kun rdzob shes pa’i rang bzhin dag yin（329a）

○Ｓ chos dang nges pa’i tshig so so yang dag par rig pa dag ni mig gi tshogs
 

pa dang/ngag la dmigs pa nyid kyi rang gi mtshan nyid yul can yin pa’i
 

phyir kun rdzob shes pa’i rang bzhin yin（498b ）

○Ｐ chos dang nges pa’i tshig so so yang dag par rig pa dag ni ming gi tshogs
 

la sogs pa dang/ngag la dmigs pa nyid kyi rang gi mtshan nyid kyi yul
 

can yin pa’i phyir kun rdzob shes pa’i rang bzhin（316b）

○順 法詞俗智爲性（751c）

175Ⓐ namakayadivagalambanasvabhavatvat（1104-3～4、419-11）

○北 ming gi tshogs la sogs pa dang/ngag la dmigs pa’i phyir（68b）

○玄 名身等及世言詞事境界故（142b）

○真 名句等言語爲境故（293b ）

176Ⓐvimuktimargaprajnasvabhah-sramanyaphalavat（1108-4、421-12）

○北 dge sbyong gi tshul gyi’bras bu bzhin du/rnam par grol ba’i lam gyi shes
 

rab kyi rang bzhin yin（70a）

○玄 是六通解 道攝慧爲自性如沙門果（142c ）

○真 以解 道智爲性譬如沙門果（293c ）

○Ｙ sramanyaphalavad iti/yathasamskrtamsramanyaphalamvimuktimar-

gasvabhavam,tadvat（1108-7～8、655-3～4）

○Ｙ-○北 dge sbyong gi tshul gyis’bras bu bzhin du zhes bya ba ni dper na dge
 

sbyong gi tshul gyi’bras bu’dus byed rnam par grol ba’i lam gyis(sic.)

rang bzhin yin pa dang ’dra（331a ）

○順 是六通解 道攝慧爲自性如沙門果（752c ）

177Ⓐanirdharanacchesecatuhsmrtyupasthanasvabhaveiti（1112-2～3、423

-9）

○北 lhag ma ni dmigs kyi ma phye ba’i phyir dran pa nye bar gzhag pa bzhi
 

char gyi rang bzhin yin（71a）

○玄 四念住囁（143b ）

○真 餘通慧以四念處爲性（294b ）

○Ｙ sese iti/purvenivasanusmrti-asravaksayabhijne/te catuhsmrtyupasth-

anasvabhave/katham? asravaksayabhijna catuhsmrtyupasthanasvab-
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havah;dasajnanasvabhavatvat（1112-6～7、657-7～9）

○Ｙ-○北 lhag ma zhes bya ba ni sngon gyi gnas dang zag pa zad pa’i mngon
 

par shes pa dag ni dran pa nye bar gzhag pa bzhi car(sic.)gyi rang bzhin
 

dag yin no//ji ltar zag pa zad pa’i mngon par shes pa dran pa nye bar
 

gzhag pa bzhi’i rang bzhin yin zhe na/shes pa bcu’i ngo bo nyid yin pa’i
 

phyir（333b ）

178Ⓐkamavacaram nirmanam ruparasagandhasprastavyayatanasvabha-

vam（1116-4、425-20）

○北’dod pa na sprul ba ni gzugs dang dri dang ro dang reg bya’i skye mched
 

kyi rang bzhin yin（72b ）

○真 欲界中化生以色香味 入爲體（295a）

178aⒶ tatkrtam ca svaparasambaddham nirmanam navayatanikam bha-

vati;asvabhavarupyayatanatvat,indriyavinirbhutatvat（1120-15～16、

421-12）

○北 de dag gi byas pa’i sprul ba rang dang gzhan gyi lus dang’brel ba ni sgra
 

med pa’i gzugs can gyi skye mched yin pa’i phyir/skye mched dgu pa yin
 

te/dbang pa dang tha mi dad pa’i phyir（74a ）

○玄 如天龍等能變化心彼亦能爲自他身化於十色處化九除聲（144c ）

○真 天龍鬼神等生得變化心 作或於自身化生或於他身化生此九入爲性有色入除聲

故不各離根生故（295c ）

○Ｙ svaparasambaddham nirmanam navayatanikam/kutah? asvabhavar-

upyayatanatvat（1120-3～4、660-5～6）

○Ｙ-○北 bdag dang gzhan dang ’brel pa ni skye mched dgu pa yin no//ci’i
 

phyir zhe na/sgra med pa’i gzugs can gyi skye mched yin pa’i phyir（337

a）

Chap.VIII

179Ⓐanyasvabhavanam tv kartavyam ity adita eveadhyananyarabhyate;

sarvagunasrayatvat/（1125-1～2、432-2～3）

○北 rang bzhin gzhan rnams brjod par bya ste/de lta bas na yon tan thams
 

cad kyi rten yin pa’i phyir dang po kho nar bsam gtan rnams brtsams

（75a ）

○玄 餘性功德今次當辯於中先辯 依止定（145a ）

○真 別性類功德今當分別 是故最初依定應作分別由一切功德依止彼故（296b ）

○Ｙ anyasvabhavanam tv samadhınamkartavyah（1125-4、663-4）

○Ｙ-○北 rang bzhin gzhan ting nge’dzin la sogs pa brjod par bya（338b8-339

a）

○Ｓ rang bzhin gzhan bsam gtan dang gzugs med pa dang tshad med pa
 

rnams brjod bar bya（510b）

○Ｐ shes pa’i rang bzhin dang/rang bzhin gzhan yin（326a）

180Ⓐ abhedena kusalacittaikagratadhyanam;samadhisvabhavatvat（1126

-3、432-15）

○北 bye brag med par dge ba’i sems rtse gcig pa ni bsam gtan yin te/ting nge

’dzin gyi rang bzhin yin pa’i phyir（75b）

○玄 是善性攝心一境性以善等持爲自性（145a ）

○真 若不分別唯心善一類名定是三摩提性故（296b ）

○Ｙ abhedeneti/sarvesam api laksananametallaksanam/ata aha-samadhi-

svabhavatvad iti（1126-1～2、663-10～11）

○Ｙ-○北 bye brag med par zhes bya ba ni bsam gtan thams cad mtshan nyid
 

kyang ’di yin no//de’i phyir ting nge’dzin gyi rang bzhin yin pa’i phyir
 

ro zhes bya ba（339a ）

○Ｓ ting nge’dzin gyi rang bzhin yin pa’i phyir ro zhes bya ba ni bsam gtan
 

rnams la dmigs pa gcig pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（511a）

○Ｐ ting nge’dzin gyi rang bzhin yin pa’i phyir ro zhes bya ba ni bsam gtan
 

dmigs pa gcig pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（326b ）

○順 皆善性摂心一境性以善等持爲自性故（756b ）

181Ⓐsaparivaramtu pancaskandhasvabhavamveditavyah（1126-5、432-17）

○北’khor dang bcas na (sic.)ni phung po lnga’i rang bzhin yin par rig par
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bya（75b ）

○玄 若 助伴五蘊爲性（145a -b）

○真 共隨行相應應知五陰爲性（296b ）

○Ｓ’khor dang bcas pa brjod par’dod na ni/de’i phyir phung po lnga’i rang
 

bzhin yin（511a）

○Ｐ’khor dang bcas pa brjod par’dod na ni/de’i phyir phung po lnga’i rang
 

bzhin yin（327a）

○順 若 助伴五蘊爲性（756b ）

182Ⓐ samapattyarupyas tv abhedena kusalaikagratasvabhavaiti（1130-4、

434-2）

○北 snyoms par’jug pa’i gzugs med pa rnams ni bye brag med par dge ba’i
 

sems rtse gcig pa’i rang bzhin yin（76b）

○玄 定無色體總而言之亦善性攝心一境性（145c ）

○真 修得無色定若不分別但以善一類爲性（296c ）

183Ⓐadvesasvabhavamaitrı（1170-13、452-13）

○北 byams pa ni zhe sdang med pa’i rang bzhin（89a）

○玄 非是不害（150b ）

○真 慈以無瞋善根爲性（302a ）

○Ｓ byams pa ni zhe sdang med pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（547b）

○Ｐ byams pa ni zhe sdang med pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（354a）

184Ⓐ saumanasyasvabhavamudita（1170-17、452-17）

○北 dga’ba ni yid bde ba’i rang bzhin yin（89a）

○玄 喜即喜受（150b ）

○真 他 適事心隨彼 適 名爲喜（302a ）

185Ⓐalobhatmikopesa/katham vyapadapratipaksah? tasya lobhakrstat-

vat/ubhayasvabhava tv asau yujyate/（1171-2～4、452-18～19）

○北 gtang snyons ni ma chags pa’i bdag nyid yin no//ji ltar na gnod sems kyi

 

gnyen po yin zhe na/de ni chags pas drangs pa yin pa’i phyir ro//’di ni
 

gnyi ga’i rang bzhin yin na rung（89a）

○玄 若捨無貪性如何能治瞋此 治瞋貪 引故理實應用二法爲體（150b -c）

○真 捨以無貪善根爲性若爾云何對治瞋由瞋是貪愛 引故若爾此定應二善根爲性

（302a ）

○Ｙ ubhayasvabhava tv asau yujyate iti/alobhasvabhava ca,advesasvab-

hava ca yujyate ity arthah/kim karanam? ragadvesayoh pratipak-

satvat/atas tu naiko dharmah ubhayasvabhava iti grhitavyam/kim

tarhi?alobhadvesayorupeksanasabdovartate(sic.)iti（1171-2～5、686-

12～15）

○Ｙ-○北’di ni gnyi ga’i rang bzhin yin na rung ngo zhes bya ba ni ma chags
 

pa’i rang bzhin dang zhe sdang med pa’i rang bzhin yin na rung ngo zhes
 

bya ba’i tha tshig ste/ci’i phyir zhe na/’dod chags dang zhe sdang dag gi
 

gnyen po yin pa’i phyir ro//’dir chos gcig la gnyi ga’i rang bzhin yin no
 

zhes bya bar mi gzung ngo//’o na ci zhe na/ma chags pa dang/zhe sdang
 

med pa dag la gtang snyoms kyi sgra’jig pa yin（368b ）

○Ｓ’di ni gnyi ga’i rang bzhin yin na rung ngo zhes bya ba la/ci’i phyir zhe
 

na/’dod chags dang zhe sdang gi gnyen po yin pa’i phyir ro//’dir bar mar
 

gnas pa ma chags pa dang zhe sdang med pa’i rang bzhin la btang snyons
 

kyi sgrar brjod kyi/chos gcig chos du ma’i rang bzhin yin pa ni med（547

b ）

○Ｐ’di ni gnyi ga’i rang bzhin yin rung ngo zhes bya ba la/ci’i phyir zhe na/

’dod chags dang zhe sdang gi gnyen po yin pa’i phyir ro//’dir bar mar
 

gnas pa ma chags pa dang zhe sdang med pa’i rang bzhin la gtang
 

snyoms kyi sgrar brjod kyi/chos gcig chos du ma’i rang bzhin yin pa ni
 

med（354a ）

186Ⓐ prathamau dvau vimoksav asubhasvabhava; vinıladyalambanatvat

（1176-1、455-5）

○北 dang po gnyis ni rnam par sngos pa la sogs pa’i rnam pa can yin pa’i
 

phyir mi sdug pa’i rang bzhin yin（90b）
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○玄 初二不淨相轉作青瘀等諸行相轉故（151b ）

○真 前二解 不淨 爲體性以黑爛等想爲行相故（302c ）

187Ⓐ so’py alobhasvabhavo na tv asubhasvabhavah;subhakaratvat（1176

-9、455-13）

○北 de yang ma chags pa’i rang bzhin yin gyi sdug pa’i rnam pa can yin pa’i
 

phyir mi sdug pa’i rang bzhin ni ma yin（91a ）

○真 此亦以無貪善根爲體性非不淨 爲體性由淨想爲行相（302c ）

○Ｙ subhasya ca vimoksasyalubhahsvabhavah（1181-19、691-32～33）

○Ｙ-○北 sdug pa’i rnam par thar ba’i ngo bo nyid ma chags pa yin pa（375

a）

188Ⓐ saparivaras tv ete pancaskandhasvabhavah（1176-9～10 455-14）

○北 de dag ’khor dang bcas na (sic.)ni phung po lnga’i rang bzhin yin（91

a）

○玄 三 助伴皆五蘊性

○真 若攝彼共伴類五陰爲體性（302c ）

○Ｙ ayam subho vimoksah saparivaragrahanat pancaskandhasvabhavah

（1181-19～20、691-33～34）

○Ｙ-○北 rnam par thar ba’i’khor dang bcas par bzung bas phung po lnga’i
 

rang bzhin yin pa（375a）

○順 三 助伴皆五蘊性（771b ）

189Ⓐ prathamany astavalobhasvabhavani（1182-7、457-17）

○北 dang po brgyad ni ma chags pa’i rang bzhin dag yin（92b）

○玄 八自性皆是無貪（151c ）

○真 前八以無貪爲性（303b ）

Chap.IX

190Ⓐ yadi tavat  dravyatah? bhinnasvabhavatvat  skandhyebho ’nyo

 

vaktavyah（1192-3～4、461-16）

○北 re zhig gal te rdzas su yod na ni de rang bzhin tha dad pa’i phyir phung
 

po rnams las gzhan no zhes brjod par bya（94a ）

○玄 體若是實應與蘊異有別性故（152c ）

○真 若由實有有與陰別性故應 與陰有異（304b ）

○Ｙ yadi tavat dravyata iti paksaasrıyate,sa pudgalo bhinnasvabhavatvat
 

bhinnasvalaksanatvat skandhebhyo’nyo vaktavyah（1192-10～11、699

-18～19）

○Ｙ-○北 re zhig rdzas su yod na zhes bya ba ni phyogs nga ma la brten na’o//

gang zag de rang bzhin tha dad pa’i phyir te mtshan nyid(sic.)tha dad
 

pa’i phung po rnams las gzhan no zhes brjod par bya（381a-381b）

191Ⓐ yadi tavad ausnyam,anusnam evendhanah;anyabhutasvabhavatvat

（1195-2～3、462-11）

○北 re zhig gal te dro ba nyid yin no zhe na ni bud cing (sic.)dro ba ma yin
 

pa kho nar’gyur te/’byung ba gzhan gyi rang bzhin yin pa’i phyir（95

a）

○玄 若彼釋言熱謂煖 則薪非熱體相異故（153a ）

○真 若汝 熱性名熱薪應不熱別火性故（304c ）

○Ｙ anyabhutasvabhavatvad iti/prthivıdhatvadisvabhavatvat（1195-1、700

-31～32）

○Ｙ-○北’byung ba gzhan gyi rang bzhin yin pa’i phyir ro zhes bya ba ni sa’i
 

khams la sogs pa’i rang bzhin yin pa’i phyir（383a ）

192Ⓐ atha yadausnyavat, anyad api tadusnasvabhavad agner usnam sidd-

hyati;ausnyayogad iti（1195-3～4、462-22）

○北’on te dra ba nyid dang ldan pa yin no zhe na ni dra ba nyid kyi rang
 

bzhin gyi me las gzhan pa de yang dro ba yin par’grub ste/dra ba nyid
 

dang ldan pa’i phyir（95a ）

○玄 若復釋言熱謂煖合則應異體亦得熱名（153a ）
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○真 復次若汝 若有熱性名熱此物雖與熱性火異此復成熱與熱性相應故（302c ）

193Ⓐ yadi tayaiva,rupad abhinnasvabhavah pudgalah prapnoti（1197-4、

463-26）

○北 gal te de kho nas so zhe na ni gang zag gzugs las rang bzhin tha mi dad
 

pa（96b）

○玄 若色能了 能了此則應許此體 是色（153c ）

○真 若 由色證智證知人人與色不應成異性（305a ）

○Ｙ rupad abhinnasvabhavah pudgalah prapnoti;tayaivaikayopalabdhyo-

palabhyamanatvat,rupantaravat/（1197-5～6、701-31～32）

○Ｙ-○北 gang zag gzugs pas(sic.)rang bzhin tha mi dad par gyur te/dmigs
 

pa de kho na dmigs par bya ba yin pa’i phyir gzugs bzhin（384a）

194Ⓐ sthityanyatvasya samskrtalaksanatvat/esahi samskrtasya svabhavo
 

yad avasyamprabandhasyanyatvavambhavati（1220-5～7、474-11）

○北 gnas gzhan du’gyur ba ni’bus byas kyi mtshan nyid yin pa’i phyir te/

rgyun gdon mi za bar gzhan du’gyur ba gang yin pa’di ni’dus byas so
 

thams cad (sic.)kyi rang bzhin yin（105b）

○玄 有爲皆有住異相故謂諸有爲自性法爾微細相續後必異前（157c ）

○真 由住異諸行相故一切有爲法性皆如此必定相續不同（309a ）

略号表

Ｒ →rang bzhin
 

GN →ngo bo nyid
 

RG →rang gi ngo bo

疑 →疑問文

→ 文

複前→複合語前分

複後→複合語後分

＊ →Ⓐからの直接の引用文ではないことを示す。空白は引用のないことを示

す。27・28・29・98・99の〔副詞〕は、複合語の中で副詞として使用され

ていることを示す。
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複後 Ｒ 性 性 Ｒ Ｒ Ｒ 入出息念
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副詞 Ｒ 自相 自性 Ｒ Ｒ 自性 三受

複後 Ｒ 自性 Ｒ 三受

副詞〔複後〕 RG 體 性 RG  RG 三受 世俗知自體RGRGRG自體自體RG名詞

世俗知自性ＲＲ自性自性Ｒ複後

十智性自性Ｒ名詞

身力性自性性Ｒ複後

念住體GN性體Ｒ複後

大悲自性GN性自性GN副詞･
〔複後〕

無諍定自性性Ｒ名詞

弁才RG自性RG複後

弁才性ＲＲＲ性攝Ｒ複後

弁才性ＲＲＲ性攝Ｒ複後

弁才複後

六神通自性Ｒ性自性Ｒ複後

六神通Ｒ性攝Ｒ複後

六神通體Ｒ複後

定ＲＲＲ性類性Ｒ複後

心一境性自性ＲＲＲ性自性Ｒ複後

心一境性性ＲＲ性性Ｒ複後

無色定性體Ｒ複後

慈ＲＲ性Ｒ複後

喜Ｒ複後

捨ＲＲＲ性體Ｒ複後

八解脱體性Ｒ複後

八解脱GN體性Ｒ複後

八解脱性Ｒ體性性Ｒ複後

八解脱性自性Ｒ複後

プドガラＲ性性Ｒ複後

熱性Ｒ性體相Ｒ複後

熱性性體Ｒ複後

プドガラＲ性體Ｒ複後

有為性自性Ｒ名詞194

193

192

191

190

189

188

187

186

185

184

183

182

181

180

179

178

177

176

175

174

173

172

171

170

169

168

167

166

165

Ⓐ ○北 ○玄 ○真 ○Ｙ-○北 ○Ｓ ○Ｐ ○順 テーマ Ⓐ ○北 ○玄 ○真 ○Ｙ-○北 ○Ｓ ○Ｐ ○順 テーマ

131 複後 Ｒ 自體 自性 Ｒ Ｒ 自體 三受

178a 複後 六神通
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